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－ツ大分加第23回分１１本ウエイトリフ

ティング競技大会Ｂ級で阪上勝美(大

阪商大赦風)がT310kgで優勝。

第５Ii1l会日本栄生新人選手権大会Ｂ

級でＴ262.5kgで３位に入賞。

第８回分１１本学11ﾐｲH1人避手椛大会に

おいて、Ｆ級で初優勝し、JtIip112､５

kgの日本Wfi1C録を樹立している。來高

西低の学生スポーツ界で関西各大学に

大きな刺激を与え、各チームも活発化

し、木下(側大)等も競技力を高め、関

西の各大学も充災lUlを迎え始めてきた。

の部」と「成年の部」とに分別されて

おらず、一般代表選手の中で好紀鰍を

出した事は、大阪協会にとって画期的

な事であり、大阪協会の関係者の多く

にも良い刺激と影響を与えた。当時の

大阪協会の競技力向上と艸及に大きな

貢献をなしたといえる。

このJIFは、この競技の普及発展にlii

大の努力を尽くされた故･鳥嶋太郎な

らびに田中繁之の熱意の鴎ものである。

第２２回国民体育大会において、Ｆ級・

一般の部で限上勝英(大商大敬、)が６

位、Ｆｅ級で高尾忠和(法大)が３位に

入賞を果たした。

この事は、幾多の困難な条件を克服

しながら競技力強化と梓及に哉善の努

力を発揮してきた結果であると言える。

この年に第２２回大阪高等学校総合体育

大会が側仙され、各種のウエイトリフ

ティング競技迦手梱大会がⅢ１１脳される

ようになった。各大会が充実していく

１$によって、より大阪の競技力向｣zと

普及活動を換起する事につながった。

このような状況の中で高等学校の将及

も一段と加速された。

商体巡ウエイトリフティング部会の

メンバー杖を兄てみると下紀の13校に

墹加してきている。

豊中高校、大阪産業大学高校、桃山

学院高校、大工大高校、大鉄高校、

商大附高、滴風高校、枚方商校、都

島工高、東住吉高校、福島商商、研

槻商校、此花商高

今後の発展が益々期待できる状況に

現在あると言える。この雰囲気のUl1で、

この年に韓国で開催された第３回、陣

親善大会に於て、高尾忠和(法大)がＳ

種目において特別試技(４回目)で117.5

kgのジュニア世界新記録に挑み成功し

たが、体Ⅲオーバーで公鰹されなかっ

たのは、返すがえすも洩念な邸であっ

た。Ｊ種目においても144kgのジュニ

ア世界記録に挑戦したが、惜しくも失

敗。しかし、その意気や良しである。

昭和38年１０月に開催された国際スポ

く沿革＞

協会創立以前と経韓

豊tl1而課学校に準職していた`!$柵太

郎先生が学校当局およびIHI係将に部の

iI1波を強く興ｉｎざれ紙けた結果、柔述

部の中に併設された。本府において初

めてのウエイトリフティング部が、こ

こに鍵生した。そして、昭和27年に大

阪ウエイトリフティング協会が発足し

たのである。ｌｉｉ１年、現在の(社)日本ウ

エイトリフティング協会、ならびに

(財)大阪体19｢協会にも加盟をするとlii］

時に、商校部会も全国商導学校体育迎

盟に加盟した。ここに、大阪府商体述

ウエイトリフティング岬IMI部会が創設

された。

このことは、故,珊柵先生と田中繁之

先生の並々ならぬ御熈力の鵬ものであ

るといえる。

昭和28年に新築なった大阪府立体育

会館で全日本選手柚大会と銘打って全

国大会をIlIlIiio昭和29年には徳島県で

IlIl催された、第１値1余国向輔学校ウエ

イトリフティング競技巡乎柵大会に、

大阪Nil輔学校代表として、１m中Hii枚チ

ームが１Ｍ》し活皿をしている。

これらのJllから甘えることは、福崎

県･栃木県･東京都･鱒ＨＭＭM1山IIL･愛

媛県の各県と共に、大阪ウエイトリフ

ティング協会は良いスタートを切り、

パイオニアとしての歴史と伝統を持ち

得たと寓える。協会IiⅢ立から短い時1Ⅲ

の中で協会lllliu機能が良い型で発揮さ

れた結果である。

第２回全国商郭学校週手札u大会(昭

和30年度)においても、Ｂ級簡田寓一

(岸和田商校)がT230kgで３位入賞し、

Ｍ級吉本Mf洋(lli1巾弼校)が172.5kgで

２位、そしてＬＨ級柧勘啓介(、中商

校)が155kgで優勝を来たしている。

昭和32年の鋪12回国体において、魁

中商校の森避手がFe級Ｓ柧目におい

て日本タイ肥録を出している。

当時の同体は、現代のように「少年

〔各妓技大会･成績一覧〕

全日本避宇根大会･優勝者

輔23回５２kg級阪上勝美

100kg級川名英一

輔24mlookg級川禍英一

輔251111100kg級川名英一

第3１１１１１７５kg級＄|'尼英灘犬

100kg級岩崎雄二

輔4011'１(船橋）

５２kg級宮下Ⅱ出梅

第42回（１２尾）

110kg級大川鬼弘

輔43m〈上)｡）

110kg級大川児弘

輔44回(上尾）

110kg級大川克弘

輔45m(上尾）

110kg級大川克弘（４連勝）

第4912］

＋1,kg級大川克弘初優勝

節501111110kg級大川克弘

第511101110kg級大川克挫（2連勝）

姉541mＩ＋､8kg級大川克弘

８３kg級森川大輔

国民体育大会･優勝者(成年の部）

節15回川名英一100kg級350ｋｇ

節19ｍ川名英一100kg級400ｋｇ

節201mｌ臓本秀蒋82.5kg級415kg

jiy27m段根下修５２kg級320ｋｇ

筋27Ｕｏｌ１ｌ色英喜夫７５kg級417.5ｋｇ

第341ｍ大川克弘110kg級317.5ｋｇ

節35121大川克弘110kg級310kｇ
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第46回森岡和雄９０kg級145.0ｋｇ

国民体育大会縫合成績一覧表

第12回８位iii岡、消水巾

第１４，８位東京、束ﾙ（

筋181Ⅱ１８位山｢1.FllllI1i

第211且’６位大分、湯ｲij院町

第24回６位及崎、松iii市

第27回２位鹿児島、垂水市

第34回４位宮崎、新窩町

筋38回２位群島、水上町

第４１回５位111梨、御坂町

全国高等学校避手梅大会･成績一覧表

第251mＩ大阪工業大学iiii核優勝

第26111Ｉ大阪_L業大学蔵枚優勝

第28m大阪工業大学高校３位

第29回大阪工業大学高校３位

第30回大阪工業大挙高校優勝

第38111大阪上業大学iiYi枚２位

歴代高校選手栖者

(第１回より19回まで３種Ｕ）

(第20回より２種目）

第２回福島啓介(大阪･豊中高〉

ＭＨ級155.0ｋｇ

第13回商尾忠和(大阪･澗風iWD

Fe級312.5ｋｇ

第l31iリ浴iMi雄二(大阪･Illj大附）

ＭＨ級327.5ｋｇ

第201回Ｉ大川克弘(大阪･鉄iii商）

lVZE級225.0ｋｇ

第25回市場孝士(大阪･産大間）

５６kg級217.5kg

iiy29Im1ﾛIiII1譜M1(大阪･｣』大iWi）

７５kg級262.5ｋｇ

第30回花城正樹(同)56kg級207.5ｋｇ

第33回市川剛(同）255.0ｋｇ

第38回安井盾(同）260.0ｋｇ

五大都市体育大会

全日本遡手梱で０同思崎した大川克弘

第361UDI大川克弘１１０kg級330ｋｇ

第371,1大川克弘110kg級320ｋｇ

第381ｍ大川克弘110kg級345ｋｇ

第41ｍ大川克弘110kg級340ｋｇ

第421111大川児弘110kg級340ｋｇ

燕人川避乎、110kg級、5111勝。

(34回～381,1.大会）

(41回～42lqll･大会）

合計７１，１優勝。

伍し、上iluのＴ肥録は優勝''１敗である。

431111以降は(Ｓ)。（Ｊ）は別ilU靴となる。

全日本社会人週手梱大会歴代優勝者

jiyllm大会100kg級川朽英一367.5ｋｇ

第２回大会５６kg級阪上勝英317.5ｋｇ

第２回大会100kg級川名英一390ｋｇ

第３回大会５２kg級阪上勝英290ｋｇ

第３回大会100kg級川栩英一355ｋｇ

第９回大会７５kg級８１$尼英粥犬415ｋｇ

第16回大会110kg級大川IIL弘315ｋｇ

第17111大会110kg級人川克弘325ｋｇ

第18Ｍ大会110kg級大川克弘337.5ｋｇ

第20回大会110kg細入川克弘352.5ｋｇ

第23回大会110kg級大川克弘340kｇ

第26回大会十110k鋼大川児弘327.5ｋｇ

第291111大全十110kg級大川克弘

全日本実趣団迺手抱歴代優勝老

鋪２回大会５２kg級lFWf守彦190.0ｋｇ

第16回大会７５kg級知念秀樹260ｋｇ

第17回大会67.5kg級知念英樹252.5ｋｇ

第17[０１大会67.5kg級知念秀樹252.5ｋｇ

第19回大会６０kg級森下良平260.Okg

iii19Im太公67.5kg級知念秀樹260kg

iiY20m大会６０kg級森下｣iLb14255kg

第201m大会７５kg級知念秀樹275ｋｇ

第22ｍ大会５９k9級森下良平240ｋｇ

第２２回入会７６kg級知念秀樹282.5ｋｇ

国民体育大会･優勝者(少年の部）

第201'１１

第20ｍ

第２１回

箙211,1

姉2411'’

第241Iol

jii331m

節341,1

節37111

節381''１

姉381I11

jiM11lUl

imi42lml

輔46111

第46ｍ

第47,

堀47ｍ

山根正俊

尚尼忠和

商尾忠和

浩崎雄二

樹川脇光

本村Mlll

I1i塒学士

iiii1も和志

西111袷Ｉｉ１

花城jIi樹

iI1念英樹

IIi川剛

迫抱側兇

安ツト府

安井盾

上野栄介

上野栄介

52.0kg級260ｋｇ

56.0kg級２９７５kｇ

５６kg級310ｋｇ

82.5kg級330.0ｋｇ

52.0kg級277.5ｋｇ

82.5kg級337.5kｇ

５６kg級220kｇ

７５kg級255.0kｇ

７５kg級267.5kｇ

５６kg級217.5ｋｇ

67.5kg級250.0kｇ

７５kg級255.0kｇ

５６kg級215.0ｋｇ

82.5kg級l2qOkg

82､5kg級1500ｋｇ

82.5kg級120.0ｋｇ

82.5kg級142.5kｇ

灘………雪圏塞－－s＝雲－６露一$…醤…翼
やL￣￣l■■弓■UBL■品＝■■叶巴色■■￣￣－－￣－■-－－－＝－．F‐■ｒ･＝．.Lu､

－．－.可

全国高校総体３回優厨の大阪王士廊技迎手団
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いわゆる如何に選手を成跿さすかに、

努力を継続していかなければならない。

その為には、脂導什･施投郡の典し慾

しではなく、いかに週f･がｲi効に二れ

輔の条件をin川するかがポイントであ

ると高える。それlil(、遮乎途と接する

時Ⅲが十分あり、学業や'|;iOI1i7鋤miの

指導が十分できる平が桁禅什であると

言えるであろう。

水府の｣》谷、厳しいiiい〃になるが、

この点において未だ}･分であると耐え

ない印蚊がある。辨及iniから,i｢っても、

十数校のiiii核チームが、呪ｲｌｉは半飲近

くまで減少している。社会人Kr鰍粉も

現状は|同化状態にあるとijlえる。そう

して、もう一点は競技統鰍折数と醜技

役員登鰍者政がほぼ|iil故であるという

二とである。協会のメンバーが今後や

らなければならない'１１は、髄技村人１１

の拡大ではないだろうか。競技人1-1が

充実していく事によって、災い嫡材を

発掘する平ができる。この努力を欄み

雨ねていく羽が肝要である。その為に

は、優秀で桁j幕力と熱怠のある折j鼎ス

タッフを養成していく111がⅢ:秘である⑤

しかし、何とii｢っても強化の１１人公

は選手である。それ故、桁導村は質任

感と熱意をもって、コーチングに』た

らなければならないだろう。

それと、指導者に｣jえられたiilM岨は、

指導者と選手は机皿理Iwlをし協洲しあ

っていくことによって、指弾粉と逆f・

のIMI係が災い形で災る二とかできる．

そして、選手は他の価城の人々から

も理解され、支援･応援されていくJlI

によって、さらにⅡ的にI(,lってiili逆を

続ける事ができるであろう。

〈現役貝＞

名侍会１ｔ新堂友衛

会災舟戸良裕

副会長田中繁之山下雅章

理邪長阪上勝美

剛理事蛙橋本趣郎

｣ＵＩ２１ｊ鈴木裕之小野猛襲

吉村峻治田中田四郎

氷谷峯男大川晃尚

杉浦勉田島俊個

金子耕＝園田刑

高尾忠和宮下日出海

橋本俊博松浦司

大川克弘知念秀樹

植田津

ＬＨ級鳥文広(中岡）300ｋｇ

ＭＨ級栂桂蔽(Ulll玉，315ｋｇ

Ｈ級柵憤慶(110Ｎ）325ｋｇ

Ｈ級大川克弘(人獅大〉285ｋｇ

第８１１０Ｌ令lK181o学ＷＬ競技大会。期

日･平成８jIK8l115Ho会j&･大阪府血

体育鮒。

日･韓ユースＷＬ競技選手樋大会。期

日･平成８年８月15ｎｏ会棚･羽曳野巾

体育館。

昭和42年腿

大阪高校新人週手梱大会

於、都A6J2巣il)i神学校

Ｆ級Ⅲ]沢奥行(工芸iWi）210ｋｇ

Ｆｅ級氏丸菰雄(iIiKbilii）265ｋｇ

Ｌ級森岡勝飛(Ｔ大iili）270k９

Ｍ級ＦＩＩ畷敏(孤脇iWi）250ｋｇ

Ｌ11級森本吉迭(商大附）237.5ｋｇ

】しⅡH級木村山1111(鉄血iiH）245ｋｇ

22回･大阪高等学校総合体育大会

於、大阪府立休刊公館･別館

Ｆ級横川勝光(両火附）１６２５ｋｇ

Ｂ級宮城稔(澗胤研）260ｋｇ

Ｆｅ級守fTfI二(商人鮒）257.5ｋｇ

Ｌ級Ｉ!Iiillijm労(ifi風間）295ｋｇ

Ｍ級三栖瓜犬(工大iWi〉300kg

LH級倉本〕〔琴(｣』大苅〉320ｋｇ

第21回･大阪府民体育祭(成年）

於、大阪府立体育会鮒･別航

Ｆ級人見慰知(桃大）260ｋｇ

Ｂ級上IIllUl(近火）247.5ｋｇ

Ｆｅ級ＩⅡ11111犬(法人）315ｋｇ

Ｌ級imIIII知之(桃大）290ｋｇ

Ｍ級金子耕二O1U大）325ｋｇ

ＬＨ級掛存邇治(迩大）365kg

IVHH級森優(森寅）350ｋｇ

Ｈ級小出新一(近大）315ｋｇ

第21回･大阪府民体育祭大会(少年）

Ｆ級VtiiR純一(lMlIIDihi）202.5ｋｇ

Ｂ級Ｍ根~ﾄﾞME(｣二大ilM)．250ｋｇ

Ｆｅ級氏ﾒL爪雄(糊Ibini）257.5ｋｇ

Ｌ級守fTA二(iii大附）265ｋｇ

Ｍ級三楢良夫(兀火ihi）307.5kg

lVTIiMtmKlj災兵術(工大ini)297.5kｇ

団体の部

第40回大会大阪市優勝

第421001大公大阪市優勝

第431111大会大阪市優勝

第45回大会大阪iIi優勝

逓堅社会人週手梱大会

団体の部

第８Ⅲ大会第９回大会

第101mI大会第１１回大会（４勝）

輔l3Ul大会節18回大会

輔231101大会節27ｍ大会

姉28回大会節291111大会

１１１１人の部

第16回１００kg級大川克弘327.5ｋｇ

第16回110kg級mlLb邦盛250ｋｇ

第17回100kg級亥、幹雄255ｋｇ

〃110kg級大川克弘325ｋｇ

第181101100kg級安朏I幹雄255ｋｇ

〃110kg級大川克弘325ｋｇ

第19回９０kg級河井俊範260ｋｇ

〃110kg級大川克弘320ｋｇ

第２１回110kg級大川克弘330ｋｇ

第23回82.5kg級横井経信262.5ｋｇ

節〃mllokg級大川克弘330ｋｇ

節2411u175kg級知念英樹265ｋｇ

節25回100kg級メL111吋(也272.5ｋｇ

節〃回十110kg級大川克弘340ｋｇ

第26回82.5kg級永松誠270ｋｇ

第27回６０kg級森下良平247.5ｋｇ

第27回７５kg級知念英樹267.5ｋｇ

第271ijl90kg級河井俊範275ｋｇ

第29IQI54kg級田村宏樹165ｋｇ

節29ｍ６４kg級森下良平250ｋｇ

第291可８３kg級横井睦僧257.5ｋｇ

節29回９１kg級永松誠275ｋｇ

第29回９９kg級高木和宏265ｋｇ

第30ｍ６４kg級森下良平240kｇ

輔30IiiI83kg級鰊川大輔270ｋｇ

節30回９９kg級永松ｊＵｉ２６５ｋｇ

輔31,83kg級松原斎262.5ｋｇ

逓塑社会人大会妃録

64kg級Ｈ５森下良平（Ｊ）135ｋｇ

〃Ｈ７森下良平（Ｓ)120ｋｇ

83kg級Ｈ６森川大輔（Ｓ)l20kg

ll6森川大側（Ｊ）150ｋｇ

Ｈ６森川大輔（Ｔ)270ｋｇ

国際大会

蕪1985年、Ⅱ中友好大会。於、大阪市

中央体育館。期11.1985年６月16日。

蕪1988年．’１１１１友好大会。期日･'988

年l1H3IIo

INlfi学生遮抜対DIllI1o

M級DiWWi外(大商大）255kｇ

指導稀の在り方は、折稗爽織をもっ

て強化及び盤及筑が考えられなければ

ならない。これ神の）1$が十分に行われ

て始めて避乎強化指導の内容充実が因

られるものと轡えられる。

指導粉はiiiに選手の餓技力1ｌｂ】上の為

に研麟し、技術の巡究、体力Iij1Lを追

究していくｊＩＩが肝要である。
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雪兵庫県
歴代会長

初代白石

第２代鴻池

市郎（昭和30年～）

祥肇（昭和61年一）
事務局〒673-04、兵庫H1＝木市別所司J｣輔625-2＝木東高等学校内

佐野瞳TELO7948-5-8000

鞍ⅡIを'''心にIMinl体迎への力IIlHlに野ﾉ』

しはじめた。

昭和34年、兵lIKIM商体巡ウエイトリ

フティング部会を結成。翌昭和35年、

正式に部会が氷112された。

liiI平、第17回ローマ･オリンピック

大会で三宅義１門氏が銀メダルをlEii1卜し、

ウエイトリフティング競技がjLuされ

だすと共に、問体迎の加盟枚もjWjIlし、

好選手が出はじめ、昭和40年以降、１１

本記録、n本高校記録、ジュニアⅡl:界

妃録諌、数々の肥録が樹虻されるよう

になった。

昭和45年、第17IHI余111,冊枚総体(ⅢＩ

歌山)姫路束商家l､分校優勝｡|lilfF､第

25回器手国体総合優勝。昭和62年、第

25回全国高校総体(北海in>IﾘITT南imi優

勝。平成元年、第441ⅡI北海jiⅡF1体総合

優勝。平成４jIi、節391''１全mini枚総Ｈｆ

(樹崎)蹄fiWi優勝繍、各iIH大会におい

て征年｣位入賞を果たしている。また、

個人では、藤代末男(式lil(｣:iWi→ﾄﾞﾘlib

大→尼崎市紋姿)が、昭干II49fI2、第７

InIアジア競技大会(イラン)ＬＨ級金メ

ダル獲得。また、nHhI51jl：、姉21回モ

ントリオール･オリンピック大会では

L11級第７位に入賞した。昭和59年、

'1､問lE宏(Iﾘ1石北IWi→11本体fi大→i１１

名高教)が、第23mIロサンゼルス･オリ

ンピック大会56kg級銅メダル痩得。平

成２年、餌行賢司(尼崎瀬高→Ⅱ本体

育大)が、節11回アジア競技大会(北

京)look9級銅メダルM2IilI。平成６年、

納窩俊行(灘子商→Ｈ本体打火→IIUE

IbALL商敬)が、姉12回アジア競技大会

(広島)54kg級銅メダル痩柵。また、佐

野衛(明石南高→自衛隊体打学校）も

＋108kg級５位人質輔、１ｔ界的にも蝿

かしし､成繊を収めている。

〈年次別概況＞

昭和14年

鞍田健二がＩＥＩ体M1(塊.Ｕ本体汀大)へ

入学し、ウエイトリフティング股技を

開始。

昭和21年

鞍ｍがIﾘ1石高女(現･明万南溺)へ紋蹴

として着任。同氏は、第１回京都国体

でFe級２位入賞。

昭和22年

第２ﾛ石川同体で丸井太一郎が匪級優

勝(妃鯨247.5kg)。

昭和23年

第３、福岡国体で丸井太一郎がFe級２

位人賞。また、総合成績でも３位に入

賞した。

昭和24年

;ni4回束〕抑副体で丸井太－１M;がFe級２

位人賞。

昭和25年

第５ﾛ愛知国体で丸井太一郎がFe級２

位入賞。

昭和26年

９月22Ⅱ、兵}'1(1Mで妓初のウエイトリ

フティング耽技会をl巳崎ｌｌｊ央兄泄公Ｍ１

雌外持餓会蝸においてI1MXした。大会

は正規のルールを採用せず、Ｃ＆Ｊ１

種目のみとした。

第６回広島国体で丸井太一郎がFe級優

勝(記録270.0kg)。

昭和27年

第７回桶Kblfl体で九井太一郎がFe級２

位人賞。

昭和29年

第11回兵庫国体ウエイトリフティング

競技会尼崎市誘致決定。

第９ﾛ北海近国体で丸井忠がＦ級優勝

(腿録235.0kg)。

昭和30年

兵M(IILウエイトリフティング協会がiIl

立、初代会艮に白石市郎、理事健に鞍

田健二が就任。

第１O1Iul神奈川国体で丸井忠がＦ級３位

入賞。

昭和31年

姉11111|兵ljli国体ウエイトリフティング

賎技会を尼崎市でIlIlI腿し、メし井忠が他

聞し、Ｂ級３位入賞。

昭和34年

兵庫県高体迎ウエイトリフティング部

〈沿革＞

協会創立以前

わが回におけるウエイトリフティン

グの脹史は比蚊的新しいが、兵蠅1Nは

令川でもlil【も古い1Mの一つである。IUR

IjiiのIInih神官体打大会の名逆手であっ

た故･職１１１他二が１１体11ﾒ(現･'1本体育

大)へ入学され、ウエイトリフティン

グ餓技を始めた昭和14年に起源を求め

ることができる。

鞍IⅡは、IIB和21年、兵役より復、し、

Iﾘ1石iii女(現･Ｉﾘ、南商)へ敬蹴として

符任し、ＩﾘmiIiを'''心に醜技の伴及に

取り組んだ。

Ｉﾘ1石中('１２．１ﾘ、尚)の生徒、板倉宏

(神商大lⅡ)、八木〃蔵(現･県協会副会

焚)がその敬えを受け、昭和24年４月、

新I1illimi核の発足と共に、両氏は明石南

iiiへ移り、職IⅡ氏を1ilillllに活kjjを始め

た。

また、ｌﾋﾟ崎IIiでは、当時Ⅱ本を代表

する褐逆手であった故･丸井太一郎､忠

兄jinと第lIUI京都国体IMI催の功労者で

lﾋﾟ崎UIi在住の谷本昌平氏らを'''心に競

技の１１２及に取り組んだ。特に丸井大－

１１１は、延材席を総１Ｍrするかたわら仕叫Ｉ

ＭＩに練習』&をかまえ、数名のｌｉｉｌ好者を

染め、几jl:クラブを結成。ウエイトリ

フティングの研究に全国を奔走した。

協会創立に至る経緯

IllliI29年、節11回兵IilIul氏体育大会

ウエイトリフティング競技の尼1hAi市艦

致にともない、ﾉﾋﾞ崎ili協会をI1mL1に県

協会iII1Il:に奔地し、昭和30年４月、兵

川(Ⅱ（ウエイトリフティング協会が発足

し、初代会艮に白石市jllI、理事長に鞍

川健二が就任した。

各柧大会において数々の好成繍を収

めていたﾒLjI:太一nll、忠の兄弟避手を

'''心に11,技iiIiImlが行われ、IlHhI31年、

第11,兵)'１(Ifl氏体育大会を兄Jliに成功

させた。

昭ｷﾞIl32jIL、八木が明石南商へ帰り、
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会結成。初代部奨に常松喬(当時県体

育保皿課奨)、理zlHtに八木轍蔵が就

任。明石IIiiiii･尼崎巌高(定)･神戸工高・

明石商･飾厨工商と５校での部会の結

成であった。

節６回分lmIiii枝総体(Ｉｂｉｌ山)に尾崎(尼

崎産商)が本Ⅲより初めて参加した。

昭和35年

兵h1qRiiii体迎ウエイトリフティング部

会が正式に承腿された。

第17mローマ･オリンピック大会で三

宅維侭巡手が銀メダルをMII柵、相次い

でⅡ上界紀鍬をⅢ新し、東京オリンピッ

クの右望柧目として注目されはじめる

と共に、商体辿の加盟枚も墹加し、好

避手も続出するようになった。

昭和40年

限協会２代目理IIl長に八木醐麓力就任。

佐野随(現.Ⅱ1協会理JIM遇)が全日本大

学対抗戦において、Ｌ級Ｓ122.5kgの

日本記録を樹立した。

第20回岐阜国体で111本勝成(中央大)が、

成年の細Ｆ級第３位入賞。

昭和42年

第14回全脚ini核総体(ＩＨＩｦ'3)で武叩工商

が学校対抗の部節３位入賞。

中心となった避乎は麟代末ﾘ)(現･県協

会副理Ｊ１暖)でＬＨ級でＴ367.5kgの大

会紀録で優勝した。

第２２回埼玉国体で大橋迷夫(神戸西高〉

が、少年の部Ｆ級３位に入賞した。

昭和43年

第231iilWHﾂﾄ国体で総合成績11K優勝。ま

た、個人では、災脇本睦(県尼崎工商）

が、少年の部Ｌ級優勝(紀録335.0kg)。

露代末男(明治大)成年の部Ｍ級準優勝

(記録400.0kg)。なお、蕗代は、Ｓ132.5

kgのジュニア１１t界紀鈍を樹立した。

昭和44年

第24回及崎囚体で職代末男(明治大)が、

成年の部Ｍ級３位入賞(妃録410.0kg>･

仲曽根正和(明治大)がＭＨ級３位に入

賞した。

昭和45年

節171,余国商校総体(和歌山)でＡｌ識束

商家16分校が学校対抗の部優勝。商松

宮賜眺を初めて兵lim県下へ持ち１１Mつた゜

家島分校は、１学年２クラス、男子生

徒は１学年30名の小規模杖である。こ

のように小さな学校が全国商校総体で

優勝することは前代未1111のことであり、

全国的にも話岨になった。指導者は佐

野隆(現･1M協会理耶奨･三木東商教)で、

､ＩＩ部３年目の快挙であった。佐野は、

僻地指定を受けて家島へ自らバーベル

を持って赴任し、指導にあたった。

中心となった巡手は、北浦野章が匪級

優勝(記録315.0kg)。器本繁爽Ｆ級３

位(記録260.0kg)。IDU上国治(現.相生

藤商教)Ｂ級５位に入賞した３欄であ

る。北iillはS1050kgの大会妃録を樹

立した。また、荒木英夫(武lilm商)も

Ｌ級優勝(i1.鉢322.5kg)と火いに腿閲

した。

第25回岩手国体総合成繍優勝。天皇杯

を獲得し、初優勝を飾った。

中心となった避乎は、成年の部llii沢和

博(大間大)Ｆ級３位(ＩＩＢ鰍307.5kg)。

蝋代木ﾘI(明ｉｎ大)Ｍ級優勝(犯鰍425.0

kg)。横山順一郎(111央大)Ｈ級３位(紀

録410.0kg)。少年の部掛本繋芙(姫

路束高家局)Ｆ級準優勝(記録267.5kg)。

同上国摘(姫路束商家岡)Ｂ級弛優勝

(記録2900kg)。北浦瀞jIf(IIli路來iHi家

Ab)Fe級優勝(腿鰍317.5kg)。荒木英夫

(武Ijl(工高)Ｌ級優勝(肥録337.5kg)。

また、福沢はＦ級Ｃ＆Ｊ１25.0kgの１１

本記録を樹立した。

第15回全日本選手樅大会を尼崎市で開

催。藤代末男(〃l治大)がＭ級でIu開し、

世界選手MMS会の日本代表選手に選ば

れ、１０位(肥鰍415.0kg>に入賞した。

昭和46年

第18回全lIiliiji枕総体(卿脇)で大城進

(県尼崎工商)がＭＨ級優勝。

この年も姫路東商家局分校がＦ級新井

宣弘、Ｂ級山下光弘、Ｆｅ級符Wikﾘ)、

Ｌ級新井三:解り)、Ｍ級Ilj村銀造をイル、

好チームではあったが命IH1i1ii核総体で

の迎勝はできなかった。

第26回和歌山[却体成年の部蝋代木ﾘ）

(明治大>がＭ級２位(紀鰍425.0kg)に

入賞した。

昭和47年

明石北高、高体迎加盟。指導稀に八木、

佐野を迎え、１Ｍ高体連事務１４６１ﾘIｲ了北

商に移った。

第27回IllLlAL為同体成年の部韓代未ﾘ）

(1巴崎ili敬委)がL1-1級輔２位(`肥鰍452.5

kg)に入賞した。

昭和48年

第34回全日本選手権大会で藤代未ﾘ)が

ＬＨ級優勝(記録320.0kg)。

第20回会Hil商校総体(三jIi)で１１上Iﾘl豚

(hIli路來商家勘分校)がＦ級優勝(ild鰍

185.0kg)。

第28m1干葉国体少年の部でNIiIHfⅡ〔ini家

助分校の中｣ZがＦ級第２位(紀鍬19().０

kg>･山戸保彦もＢ級２位(記録197.5

kg>に入賞した。

昭和49年

節７回アジア競技大会に蝋代ボリ)が川

棚Ｌ、ＬＨ級優勝(il2齢3150kg)し、金

メダルを獲得した。

第35回全ロ本選手権大会で蝉代がL11級

優勝(記録322.5kg)。２迎馴を飾った。

第２１回全国高校総体(福岡)でIﾘIjfi化ii7i

が学校対抗の部準優勝。

iilkをⅡ)しても優勝しそう*豪jドメンパ

ーであり、優勝は絶ﾉilとまで'ず`1Miijliに

までのぼったが、磯念ながら優勝峡棚

のＦ級山本義雄が失格、松本伊智jillB

級４位、常深英登Ｌ級４位、瑞崎仁志

５位、神古康彦Ｍ級４位、商橋綻柚Ｍ

級５位の入賞に終わり、ｉＩＩ(優勝にt『ん

じた。

第29回茨城国体では皮fFの部蝋代(尼

崎市教委>ＬＨ級優勝(iMd鰍312.5kg)。

少年の部では明石北高の松本Ｂ級Hill1A

lll本Ｆ級優勝、高橋Ｍ級優勝と３名の

優勝者を出し、全国高校繼体のur聯を

四和49年、第７回アジア競技大会LH鍋田岡の伍代末男
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に出場し、３位(記録252.5kg)入賞、

銅メダルを獲得した。

第３１回全国高校総体(秋田)で横谷逝司

(舜十満)が60kg級２位(紀録212.5kg)。

０１１村Ｌ(舞子ipi)が100kg級倒MiqCfⅢ270.0

kg)。

第39回奈良同体成年の部小高が60kg級

優勝(記録2600kg)。５２kg～60kg級の

３階級を制覇した。少年の部では'１'村

が90kg級２位(起鈍260.0kg)入賞。な

お、中村は、阪神商校選手↑lii大会で

100.0kg級Ｃ＆Ｊ１60.0kg･T2800kgの

日本iiij校紀録を樹立した。

昭和60年

第30回全日本選手権大会兼日韓親善大

会を尼崎市で11N催。小高が56kg級で２

年述統優勝(紀録257.5kg)。

輔321,1全国商校総体(市川)で松lHi城-

,11(鄭子商)が67.5kg級２位(ild鰍２３

５０kg〉。また、小林政義(県立盲学校）

が52kg級Ｓで２位(記録87.5kg>と飢闘

した。

第40回`KO取国体成年の部小高が56kg級

優勝(記録255.0kg)。Ｉ|'西正lﾘﾘ(lIlmTIi

教委)が60kg級２位(妃鰍2550kg)。生

馴俊秀(11本体育大)が67.5級２位(ile

鰍280.0kg)に入賞した。

昭和61年

県協会２代目会焚に鴻池祥肇が就任。

現在に至る。

第１１面１余国商校避抜大会(神奈川)でjjii

Ill1､樅(相生jHlfilH)が67.5kg級３位(ilU鰍

230.0kg)。錨谷賢司()巴崎來ihi)が100

kg級で優勝(記録255.0kg)した。

第33回全国高校総体(山ロ>で鶴谷賢司

(尼崎束高)が100kg級で優勝(記録275.0

kg)した。

高)が56kg級２位(記録247.5kg)に入賞

した。

第351面I栃木国体成年の部小i叩I;法(、

本体有人)が52kg級Ｍ１勝(Ru鰍235.0

kg)。また、Ｃ＆Ｊ１35.0kgのⅢ本紀鰍

を樹立した。少年の部久保敬(灘Tiiii〉

が67.5kg級２位(犯録237.5kg)に入賞

した。なお、小商は県膣体ff大会で５２

kg級Ｃ＆J1330kgのジュニア'１t界記

録を樹立した。

昭和58年

第281111分ll1NYi核総体(11#`19)で生Iim俊秀

(ﾄﾞﾘ1石南高)が60kg級優勝(dlC鍬222.5kg)。

に1石(武叩工商)が67.5kg級優勝(012鯨

250.0kg)。

第361mI滋賀１１１体総合成織iVI優勝。少年

の部生頼が60kg級優勝ⅢU鉢2250kg>･

白而が67.5kg級優勝(ilLflt255､０kg)。

また、何避乎は、Ｃ＆Ｊ１50.5kgの１１

本高校誕鰍を樹立した。

昭和57年

第29回全国高校総体(鹿児励>で久保博

（県尼崎工商)が100kg級２位(妃鰍２３

UOkg)に入賞した。

小i舟112旗(111丈向学校教)が1M氏作fi大

会で56kg級T2600kgの１１本i氾鰍を棚

立した。

第37回島根国体成年の部小商が56kg級

優勝(記録255.0kg)。少年の部久保|Ｗ

が82.5kg級３位(紀録230.0kg>に入賞

した。

昭和59年

jiy29m全Ⅱ本迦乎lil大会で小,｢〃が56ｋｇ

級優勝(記録262.5kg)。

第23回ロサンゼルス･オリンピック大

会で佐野睦が日本選手団文扱コーチを

務め．小商正宏(IIL官学校教)が56kg級

果たし、総合成繍でも単優勝に入賞し

た。

昭和50年

第36Ｍ分Ｈ本避fI1ii大会で顧代がＬＨ

級優勝(i1U鰍320.0kg)。また、Ｃ＆Ｊ

で1850kgのⅡ本`|ﾛ鍬を樹立し、３年

迎統優勝の仰業を成し遂げた。

第22回余1通l高校総体(山梨)で鶴潔隆端

(IU1石北商)がＢ級３位に入賞した。

節30121三爪IHI体成年の部岩本繁美(ロノ

本l:木)がFe級２位(妃鰍247.5kg)。

灘代(尼IMiiIi紋委)がLll級優l1i(H⑬ｉｔ322.5

kg)。少１Ｆの部l川崎Mli二(M{ｉｉｉ十束商家岡）

がＢ級３位(犯触192.5kg>に入賞した。

昭和51年

第２HiT1モントリオール･オリンピック

大会(カナダ)で八木卯蔵が日本逆手団

砿併を瀞め、鰯代末ﾘ)(I巳飾iIi教委)が

初めて兵１１１(1Mから１Ｍ；し、ＬＨ級７位

に入賞(ＩＩＬ鰍315.0kg)した。

第231,余川問校総体(艮野)で黒崎(姫路

束iii6京勘)Ｆｅ級３位(記録207.5kg)。

宮内ＨＩＨ夫(lﾘ1石北尚)Ｍ級３位(記

録215.0kg)。三祥勝産(明布北ｉｉｉ)ＬＨ級

３位(艇鰍222.5kg)に入賞した。

第３l1IjI佐賀lZl体少f'二の部拠崎がFe級

３位(妃鰍207.5kg>に入賞。

昭和52年

第24回全FHiWi杖総体(mIIl)で小高正宏

(lﾘ、北iIli)が52kg級優勝(記録190.0

ｋｇ)。

節32回iUiWillil体少年の部小iWi(IﾘIjff北

脚i)が52kg級２位(艇鰍202.5kg)に入賞

した。

昭和53年

明石市選手柵大会で小商がＳ97.5kgの

１１本iili枝Mﾛ鰍をIiIh･

昭和54年

1M協会３代目型ＪｌＨｔに佐野隆が就任。

現在に至る。

第261,1令凹高校総体を明石市(明石高）

でIIIlI1M･選手強化、大会迎営に万全の

態勢を整えた。学校対抗では明石北高、

lﾘ所南iWiの２校が出燗したが入賞はで

きなかった。個人では01$西正明(明石

I櫛ini)52kg級３位(肥録185.0kg>ｏ１Ｕｉ]田

岱士ⅡⅡ(姫蹄束iii家脇)56kg級２位(紀

鍬200.0kg)と健闘し、会場を沸かせ

た。

第341,l宮崎剛体少年の部中西(明石南

商)52kg級３位(紀鈍202.5kg>・三木

Ⅳtl:(Iﾘ、北iili)60kg級２位(紀録220.0

ｋｇ)に入償。

昭和55年

第27何余IniWi核総体(愛媛)で久保敬

（舞子iiii→現･淡路展満教)が67.5kg級

優勝(肥鯨247.5kg)。白而蝋宏(武庫]：

ヒエ

節23回ロサンゼルスオリンピック大会56k8級銅メダルを獲得した小高正宏
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琢(舞子高)が56kg級３位。大liil賛樅

(舞子商)が82.5kg級３位。佐野術

(明万南iWi)が75kg級優勝。堂本典学(1Ｗ

布禰i協)が82.5kg級２位と大iOIiBHした。

また、佐野はＳ130.0k円の11本rni枝ild

録を樹立した。

第37回全国岡校総体(寓城)では、佐野

(明石南)が75kg級優勝。橋本脆芳(IⅢ

石北商)が＋100kg級優勝。占原(舞子

高)が52kg級３位。ｌ２Ｈ(舜ｆ剛が５６

kg級２位。中ル成彦(鋼附戊がIfiiH)が

56kg級３位人賞と腿洲した。

第45InHWiljiⅡ正１体で少jIZの部Oljllii(鰈/・

高)が52kg級Ｓ・Ｃ＆Ｊ３位。’'０ル(弧

磨友が丘高)が56kg級Ｓ２位．Ｃ＆Ｊ第

３位。佐野(lﾘ1石南海)が75kg級Ｓ・

Ｃ＆Ｊ優勝と３椰月に大会OIC鰍を樹f'：

した。成年の部ﾌﾞﾄｰﾋ瓜連(IﾘIifI大)が９０

kg級Ｓ２位．Ｃ＆Ｊ優勝。剛作(１１本体

汀大)100kg級S3IIk.Ｃ＆Ｊ優勝し、

総合成績で天皇杯３位に入賞した。

その後、佐野は75kg級Ｓ1300kg､Ｃ＆

Ｊ157.5kg、Ｔ302.5kgの日本揃校ＩＩＬ録

を樹立し、砂、良ih逆手の持つilU鍬を

10年ぶりにulWiした。

平成３年

第６回全同尚校避抜大会(ｲi川)では、

大下章紀(明TT北高)が67.5kg級優勝。

斎騨和巳(三木來筒)が52kg級３位。武

貞大地(舞子商)が75kg級３位に入賞し

た。

第38回余|｣ilini枚総体(lilIlhDでは、大下

(111ｍ北,lii)が67.5kg級優勝。斎臘(三

木東iiii)が52kg級２位。武山(鋒-Ｆ商）

が75kg級３位に入賞した。

第46回石川国体では、成年の部１１１酉０１１

審)が56kg級Ｓ優勝。ルヒ(IﾘIifi人)が

90kg級Ｓ３１ｌ〔･少ｲﾄの部所鰯(三木〕I〔

商)が52kg級Ｃ＆Ｊ優勝。大下(Iﾘ、北

商)が67.5kg級Ｓ優勝。式典(鰯fini）

が75kg級Ｃ＆Ｊ優勝と全ｉｆが棚１１優勝

を果たした。

平成４年

第７同全国高校選抜大会(千葉)では、

木村一彦(相生産iili)が56kg級３位。鯉

II1健太郎(鋒子商)が60kg級優勝。＿上

野栄介(舞子ini)が75kg級２位。また、

この年より第１IuI女７.大会もlDillIlFに行

われ、良谷川陽子(三木束揃)が48kg級

２位。商市草子(ﾉﾋﾟ崎小II1ini)が52kg級

優勝。出lU:ゆかり(尼dMIi小IlliWi)が60ｋｇ

級３位に入賞した。

姉391i71余lIil1ni杖総体(1;｢崎)学校対抗の

部で接戦の末、嫌『･ihi枚が優勝。５ｲｌｚ

ぶりに崗松宮脇M(を１Vぴ兵１１１(ｌＭｒへ持

ち捕った。指導者は横山佑仁である。

同氏は今までにも毎年のように優秀な

鵬博(明石南高>が75kg級２位。荒木が

56kg級３位と健闘し、大会を盛り上げ

た。

節411m〕i(抓同体では、少年の部宇榔寓

(獅子断)が52kg級Ｓ･Ｃ＆Ｊ２位。藤

ｿl:(滝川第二向)が67.5kg級Ｃ＆Ｊ第２

位。成年の部中西(県警)が52kg級Ｓ・

Ｃ＆Ｊ優勝。幽谷(日本体育大)が１００

kg級Ｃ＆Ｊ３位。中村仁(n本大)が＋

110kg級Ｓ・Ｃ＆Ｊ３位と健闘し、総合

成織で犬161杯iVI優勝を果たした。

平成元年

第４IⅡ|全図商校選抜大会を明布巾(Iﾘ１

布南商)で1111催。納窩俊行(舞子高)が

52kg級優勝。村田和也(尼崎東高)が５６

kg級３位。村田和謙(尼崎工崗>が67.

5kg級２位。血輔太一(洲本英高）が

１００kg級２位に入賞する報、各階級で

地元避乎がiiviBmし、大会をMfI)上げた。

第361,全lX1満校総体(徳Lb)では、納圃

(舞子iHj)が52kg級優勝。村田和也(尼

崎火iWi)が56kg級３位。小松博(津名

iWj)が60kg級優勝。村田和謙(尼崎工商）

が67.5kg級２位。佐野衛(11)、南商)が

75kg級３位。Ⅱ〔IbAi(洲水火iWi)が100ｋｇ

級３位と各階級で1K位入賞を来たし、

iHi校生の競技力は全国的にトップレベ

ルとなった。

９月、フェスピック大会を神戸市(し

あわせの村)でIlil1ML、世界各|封から

優秀な選手が集い、ペンチＰ競技会が

行われ、各餓技役１１として大会迎憐に

あたった。

同月、第44回北海道国体が士別市で開

催され、１６年ぶり、２度目の総合優勝

を果たし、天皇杯を獲得した。個人では、

少年の部納揃(舞子高)が52kg級Ｃ＆＆

』優勝。小松(iIt名聞)が60kg級Ｓ３

位．Ｃ＆Ｊ優勝。村1M和継(IMI巴崎工

商)が67.5kg級Ｓ優勝.Ｃ＆Ｊ２位。成

年の部中西(県警>が56kg級Ｓ･Ｃ＆Ｊ

優勝。小高(明石北教)が60kg級Ｓ・

Ｃ＆Ｊ２位｡鶴谷(日本体育大)が100ｋｇ

級Ｓ第３位．Ｃ＆Ｊ２位。徳山(中央

大)が＋110kg級Ｓ２位．Ｃ＆Ｊ６位と

出棚巡乎全凰が入質し、天型杯絆点で

山梨lHと並んでのアベック優勝であっ

た。その後、納富は、尼崎市民スポー

ツ祭で52kg級Ｃ＆Ｊ１23.0kgの日本高

校紀鍬を樹立した。

平成２年

鋤行賢司(ﾉﾋﾟ崎來商→1Ｊ本体f『)が、鍬

111ｍアジア砿技大会(北京)100kg級に

ＩⅡ塒し、３位(肥鍬320.0kg)入賞、銅

メダルを獲得した。

第５回全倒高校選抜大会(111梨)では、

吉原祐介(舞子高>が52kg級３位.上村

第41回山梨国体総合成繍準優勝。少年

の部頭巾学が67.5kg級優勝(肥録252.5

kg)。鏑谷が90kg級優勝(妃録275.0kg)。

また、飢谷は、阪神商校逆手'１１１大会で

100kg級Ｓ127.5kg、Ｃ＆Ｊ１72.5kg、

Ｔ300.0kgと３杣ロにおいて11本０１M校

記録を樹立した。

昭和62年

第２回全国高校選抜大会(埼玉)で明jri

南商の森川広が60kg級２位(肥録21

7.5kg)。西村－宏が67.5kg級２位(紀

鰍240kg)。井上良と(神戸弘陵商)82.5

kg級優勝(ilC鰍250.0kg)｡憾111浴nM(綱

隅友が丘iWi)100kg級２位(Md録250.0

kg>に入賞した。

第34回全国商校総体(北海M1)でIﾘ1石耐

満校が学校対抗の部優勝。１＄点23点で

３校が並び、上位人償若によりIHI的な

勝利を収め、17年ぶりにiii松宮HMM【を

兵庫lll下へ緋ち帰った。

指導者は篠H1腿ifjと深谷幸三で13年目

の快挙であった。篠田は大学より鮫技

を始め、全IEI本大学('１１人lmB級俊勝報、

好成綴を収めている。

その後も然心に腕技に』Ⅸりlllみ、優秀

な巡乎を打てた。勝因は漁肌広が60ｋｇ

級２位(紀鍬217.5kg)に入賞したこと。

エース西村_宏が67.5kg級(紀録242.5

kg)で実力を遺憾なく発揮し、優勝し

たこと。伏兵、ロ博明が75kg級５位に

入賞したことに尽きるが、主将水ＨＩＨ

利避乎82.5kg級を始め、チームワーク

の良さも見逃せないＷ〔であった。

第42IDI沖縄'１１体総合成繍３位。成年の

部小高(明石北高敬)が60kg級３位(記

録260.0kg)。少年の部西村(明朽南商〉

が67.5kg級優勝(記録255.0kg)。此１K

(神戸弘陵溺)が82.5kg級で優勝(ilC鰍

260.0kg）した。

昭和63年

第３回分[則商校選抜大会(愛知)では、

舞子高の宇都宮広明(52kg級優勝)、荒

木邦弘(56kg級２位)、横川淳二(jHI生

雁商)が60kg級３位。田口六光(Ⅲ尼

崎工商)が110kg級で２位に入賞した。

第351m1余|丑l高校総体が洲本巾(洲本英

商)でIlH('１１．３年iiiより洲本英iii、ｊｌ１

名高など淡路地区へ鮫技の辨及を図り、

３年＃|･両の選手強化、大会迎営に力を

注いだ。また、大会期lIllIIIに台風に兄

錦われ、テントが飛ばされるというア

クシデントもあったが、1M協会役t1.

m助側などの献身的な努力により大会

を成功襖に導いた。学校対抗では獅子

商、洲本実iHiの２校がＩＭＩ北、舞子iWi

が８位入賞を果たした。個人では、藤

ﾂl:(滝川第二高)が67.5kg級優勝。西海
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宜子(サラスポーツクラブ)が54kg級で

優勝。

第50回福島国体では、成年の部納商

(舞子高教)が54kg級Ｓ･Ｃ＆Ｊ優勝｡村

、和灘(lI1lE崎工iWi風>が91kgfltS2位。

少年の部２年生菊斐(相生廠満)が54ｋｇ

級Ｓ･Ｃ＆Ｊにおいて優勝。坂下鯆史

(淡路農高)が64kg級Ｃ＆Ｊ２位に入賞

した。

第67回世界選手ｲlii大会(北爪)に納海俊

行(1Ｗﾋﾞ崎工商紋)が54kg級に１１Ｗ》し、

６位(紀録247.5kg、１１本ilu録を樹立）

入賞した。現在、アトランタオリンピ

ック大会日本代表避手として内定して

いる。

選手を育てあげている。学校対抗にお

いては、昭和63年８位、平成元年５位、

平成２年６位、そして平成４年、遂に

念願であった優勝を手中にした。６１部

181ＦＩＩの快幣であった。今年も各階級

に有望迦乎をそろえ、大会liljから優勝

峡hliの呼び)町が商かつたが、いざブタ

を１１１１けてみると大斌得点が期待されて

いた職猛級が振るわず、苦しい滑り出

しであった。決粧は岐終日にまでもつ

れ込み、」：将82.5kg級上野栄介の両腕

に逆松優勝の削みをつないだ。その上

野がプレッシャーをはねのけ優勝。前

日までリードをしていた宮城県農業高

校を得点２点の伍差で振り切った。中

心となった選手は、揚本浩章(52kg級

第８位>、恥ｿﾞ|:幸洋(52kg級)、和田英

(56kg級輔４位)、蕊田健太郎(60kg級

第４位)、阪本趣史(67.5kg級)、上野

栄介(82.5kg級優勝)である。苦戦の末、

初優勝をiliiった陰には横山氏の日々の

厳しい練習や索哨らしい指導法があっ

たことを忘れてはならない。

節47ItilIll形国体では、少年の部湯本(５２

kg級Ｃ＆Ｊ２位)。利川(56kg級Ｓ２

位)。」も野(82.5kg級Ｓ、Ｃ＆Ｊ優勝）

とiHi7･間トリオが大沼腿した。

平成５年

節８m金岡iii校避拡大会(愛知)では、

山本兜(明石北ihi)が54kg級２位。５９ｋｇ

級木村一彦(相生産商)が優勝。石井｣ilr

介(輝子商)が３位入賞。また、第２回

次子大会では、災谷川賜子(三木束HM）

が50kg級で優勝した。

第41回余lH1ibI核総体(愛知)では、５４ｋｇ

級石井脈介(舞子商)が優勝。山本亮(明

稿北商)が３位。５９kg級木村一彦(相生

産間)が２位に入賞した。

姉481mIltlHbln体では、成年の部材、和

陛(ＩＭＩﾋﾞ崎工ini1UU)が83kg級Ｓ第２位．

Ｃ＆Ｊ３位入賞。少年の部石井(舞子

高)が54kg級Ｃ＆Ｊ１22.5kgのn本記録

を挙げ、兄DII優勝。木村(相生座間)が

59kg級Ｓ･Ｃ＆Ｊ優勝｡八京選手(相生

産高)が91kg級Ｃ＆Ｊ３位に入賞した。

平成６年

第９回全同商校選抜大会(茨城)では、

羽藤辰雄(明石1付商)が59kg級２位。入

京信也(相生産商)が83kg級３位に入賞

した。

第541111余I;１本巡乎ｌｌｉ１大会(〕I〔〕K)で紬》;《

(師子iWj教>が54kg級で優勝(紀鰍242.5

kg日本タイ）した。また紬１１;Irは、近畿

社会人大会において54kg級Ｃ＆Ｊ140.

0kgの日本記鰍を樹立した。

第4111m全国高校総体(1;1,11)では、羽藤

(明石iliiHi)が59kg２位。八京(机生産

iHi)が91kg級２位に入償した。

第12ｍアジア股技大会(広岡)に納商俊

行(鋒子商→峰子iii教)が54kg級にｌｌｌｊル

し、３位(記録2450kgⅡ本新)入賞、

銅メダルを獲得した。また、佐野衛(明

石南商→El術隊体育学校)が＋108kg級

に出塒し、５位(紀蝕360.0kg)に入賞

した。

第491iil愛知国体では、成IILの部納撒

(舞子商教)が54kg級ｓ２位.Ｃ＆Ｊ優

勝。村、和雛(1M尼崎エiii職)が83kg級

Ｓ２位。少年の部ⅡI｣2軒lUIL(繩子ini)が

54kg級ｓ３位。羽iMi<Iﾘl布ifjiWi)が59ｋｇ

級Ｓ･Ｃ＆Ｊ優勝。八東(相生産iWi)が

91kg級Ｃ＆Ｊ２位入賞。

平成７年

第10回全国間枝選抜大会(〕i(柵)では、

菊饗康司(相生ljifiili)が54kg級２位に入

賞した。

第55回会11本選手柵大会(ＩＨＩ勘)で村田

和識(1M尼崎二Lini轍)が91kg級Ｓ152.5

kgのⅡ本iI2鰍を樹立した。

第９[n余lxl女J･避手Ilil大会では、佐蝋

<現役員＞

泗池祥肇

八木勇蔵生顔俊一

佐野随

藤代末男小高正宏

池内濠森山年章

横山信仁吉川英治

山平芳樹関野卓正

深谷幸＝篠田健治

岡上国治回康穂-

阪田幸次山ロ召

久保敬生頼俊秀

林宏介山北正雄

町支一夫村上公男

河島完治永穂康弘

梱本兇宮崎弘

宣下克明大梱遮夫

中村銀造笹田一之

馬本雅之松本伊智朗

中川和実中西正明

蔵田利幸田湖隆治

小田皮函島田随宏

堀北昌孝井脇秀治

会長

副公民

理事焚

副理事箕

事理
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Ｏ奈良県
歴代会長

初代木村鷹之助（昭和26年-1見在）
事務局〒630京良県吉野邸下市町阿知ロ2605

北宙TELO7475-2-5540

う等いろいろな]1$柄を研究する。

昭和29年

簾９回北海近国体に近畿チームとして

111場することになり、予選大会を奈良

1M立大淀而騨学校体育鮒を会場として

''11伽する。器艸は一応触備ができた。

プラットホームは本Ⅲ吉野IHI特産の杉

村(３寸測の住用材)を並べて作るなど

いろいろ苦労はあったが、これを機会

に近畿大会を各府県持ち回りでIlIl催す

ることができたことは大変よかったと

川う゜

昭和39年

MII会ｊｉＭｉ治作の後任に坪)|:lH学が、理

OII民に源田日仰が就任する。

昭和57年

第391回I('111和59年)奈良国体側l腿の準備

のため本部協会より会柵並びに諸設備

の桁導を受ける。Ⅲ１１腿が役嶋職員、

体協、体桁の方々にルール、鮠技会の

流れを1111ﾘＩする。

昭和58年

第3910U奈良国民体育大会Illl催のリハー

サル大会として第２OInl全日本社会人選

手柵大会、第１l1iil余ロ本実業団避手椛

大会、節１１０１|全11本マスターズ避乎樅

大会を艇技役11及び各邨１W体の脇ﾉJに

より成功させ、わかくさ'却民体育大会

に向かって

さらに準備

総合体育館(成年)、下市町立~ﾄﾞili小学

校体育館(少年)をそれぞれの会場とし

て開催する。瞳技会役貝、硬技役貝、

競技補助貝寸各毬団体、民泊を引き受

けてくださった下市区内お陰をもち、

無嚇に終了することができた。尚同体

を機に少年の部がiiI1没された。

平成２年

811会長の坪井貞幸死去、根垣頼信が副

会長に就任する。

平成７年

藤田昌輝が副会奨に、北質が理事焚に

就係する。

〈割2役員＞

会長木村鷹之助

副会奨根垣頼信

藤田昌輝

理那及北官

印ＪＩＦ威徳猛石田賀

鎌田勝朗木村荊次

小雨響徳阪田＝良

島田好人早瀬昇

水口善造道下健一

南忠官山本随雄

中本勇次佃俊瞳

植田昭典大谷晃司

〈沿革＞

協会創立以前

奈良県古野郡東吉野村出身の南治作

が東京に在住のとき、jRlil挙餓技に興

味をもち練習に励み、個人で１４民体育

大会に１Ｍルし２位に入賞した。以後迎

統して同氏体育大会に出場した。南氏

が故郷の東吉野村にﾘ$られたとき、こ

の競技が素晴らしいことを同郷の坪井

貞幸に話し、奈良県でこの競技を縛及

しようとしたが、競技現Hllが分から

ず、どんな器共を使いどんな練習をす

ればよいか全然分からなかった。これ

らの詳しいことは、坪井がいろいろと

苦労したが既に故人になっているので

分からない。

協会創立に至る経､Ｂ

昭和26年

会此木村鷹迄助

liI1会艮南ｉｎ作

理事奨坪井貞幸

理事聴田昌輝

板垣頼侭

奈良県ウエイトリフティング協会を

fIⅡ立し、奈良111体ff巡盟(3M(|10奈良ⅡＩ

体育協会)に加盟111鋼を行い、1M型ﾘﾄﾞ

奨金において承鰹される。

また、引き銃き日本爪趾挙協会に加

盟申鋼を行い、承遡される。

協会はできたものの川具がなく練習

ができないので、樫の木でシャフトを

作り、外側をブリキで作I)コンクリー

トを流し込んでデスクをILl作し、純澗

に励むが、デスクカ馴れたりしてⅡI具

には非常に苦労した。

〈年次BIi3l況＞

昭和27年

第７[2ⅡIHHMIPIA市での、体に柳川鳩す

る。全国の概子を兄Ⅲし、ルールはど

うか、器具はどうか、プラットホームは

どうか、練習方法はどうすればよいか、

参加郁近府県の監腎さんに教えてもら

すべき211項

について何

ＩＭＩとなく会

翻をもっ

た。特に民

泊について

は下市区及

が各区民の

協力を依頼

される。

昭和59年

節39回奈良

(わかくさ）

国民体育大

会を下市町

ニーーーーーーーーーーニ
ーーー＝＝＝＝＝＝＝＝ﾆーーー
ー－－＝ニーーーーーー=□
￣－－￣＝－－－

鮒一=ﾆﾆﾆﾆﾆｰ。
。”。■劃ロ

国体入咀行道中の奈良県遡手団(昭和60年）

1３３



◎和歌山県 歴代会長

初代小野真次

第２代宇治田省三

第３代中川済

第４代宇治田省三

第５代宇治田栄蔵

(昭nI35fIK～）

(昭和41年～）

(昭和45年～）

(昭和56年～）

(昭和63年～）
事務局〒641和敏山111和吐血市寵浜３丁目6-1和敵ＩＩＩＴ重高等学校内

高楢次夫TELO734-44-O198

Ｂ級第７位、三原ＨX(fⅡ北）

Ｔ２５２５ｋｇ

ＬＨ級第７位、岩本紀之(111本）

Ｔ292.5ｋｇ

昭和47年

４月、111本iWi桟に力Ⅱ茂商犬符任。

昭和42年

４月、刊歌山IHiKli等学校体育連盟に加

盟。

昭和43年

４月、南部商校に部創立。（MlilMl･山下

忠Ull)、和北断(ＩＨＩ川･WIIl論一)。

昭和44年

４Ⅱ、111本iWi枕に部創立。（MjilMl･三宅

俊次)。

今回高校総合体育大会に初出場。

昭和45年

４Ⅱ、会奨に'1リlliW、側歌111北lWi枚に

iIW橋次犬符ｲFo

8jI、全lNiWi校総合体f『大会災施(１１１

本町）

Ｌ級第８位、池田権次(和工）

T280kg

昭和46年

８Ⅱ、全I、商校総体(徳局)。

Ｆ級姉３位、三原111(和北）

T255kg

lOll、第26lI111El民体fi大会実施(813本

町）

Ｆ級第１位、浜口晃一(串本）

Ｔ265kｇ

〈年次別概況＞

昭和35年

４月、和歌lIIIRWL協会iiIl立、和歌'11

1M体育協会に力Ⅱ蝿。

合鍵′j､野典次(沁知211)、ＪＭｌＦ此宇

ifilllfi三(塊巾災）

昭和37年

10月、国民体育大会初参加(lld1lIIⅢ)。

監督吉川敏夫、杉原敬巌、FIIll抑雄、

吉村満柏と、当時ボディービルを行っ

ていた趣乎はウェイトリフターとして

参加する、兄よう兄まねの販技であっ

た。

昭和39年

４月、*Ⅱ歌山北商校に1M下で初のＷＬ

部を611文(iUilll1･iiIi川三郎)。H1Ⅱ111にな

ってくれる先生はなかなかなく、無理

にiili川先生になってmiさ、Ｍｄ辿乎に

よって術導がなされ、学校珊でプラッ

トフォームもなく地上で行う。

昭和41年

４月、会奨に宇論、祈三、理FIMとに１１１

田修就任。

和歌lIlT:裳商校に部をhII肱。

昭和48年

８月、全国高校総体(三Ⅲ）

団体の部第６位(和工)、得点15点

Ｆ級第７位、細川和教(和兀〉

Ｔ172.5ｋｇ

Ｂ級第６位、小IIlifi(和工）

Ｔ187.5ｋｇ

ＭＨ級第８位、田渕昭(I楜部)、

Ｔ192.5ｋｇ

昭和48年

４月、新設校和WtIIl束iHi枝に部iI1女(Mli

lM1･安保iltIﾘ1）

和歌111工業定'1締り商校ME部。

昭和50年

４月、本年よ')ｕ体lHjMiiは少年の部

３名、成年の部４名と汀正。

南部高校自然廃部。

10月、第30k01国民体行人公(三爪）

Ｆ級節８位、三11；（’111(大商大〉

T195kg

Fe級姉７位、安保亜lﾘ](机〕I〔紋L』）

T240kg

昭和51年

４月、吉備高校に部をfiﾘ立・（MlllMl

岩尾趣）

８）I、全miH杖総体(jtlPf）

ＭＨ級姉６位、南方功占(nIjK）

Ｔ207.5ｋｇ

10月、第３１回国民体育大会(佐賀）

Ｆ級第８位、三原慨(八栄商会）

Ｔ187.5ｋｇ

’'１川ilf会｣tがIlli綬遭賀を受衡。

昭和52年

８Ｈ、企miIIi核総体(lHl1III）

５６kg級第１位、顎松敏夫(和工）

Ｔ207.5kｇ

６０kg級第１位、森本進(1Ｍs）

Ｔ220kｇ

●

」

醜ｈｑ

昭和46年、第26回国体(串本町)での優勝パレード
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６０kg級第３位、服部昌典(側北iWi）

67.5kg級第８位、杉本法昭(側I:ini）

10月、第38回国民作ｆ『大会(群`19）

５２kg級輔５位、堂野ＩＦ(和T:iiii）

６０kg級第４位、服部ハ典(刑I北溺）

９０kg級第７位、iUilzHll人(刑lI21Hi）

５６kg級第８位、圧`iI兇久(11体人）

６０kg級第７位、笠松敏夫(茨脇商敬）

11月、全日本社会人兼実業団大会(奈

良）

67.5kg級第４位、笠松敏夫

（流lbiWi紋）

９０kg級第３位、UlilII太劉ﾘ）

（來燃ＫＫ）

110kg級第２位、Ｉ櫛方功吉(大仏地材）

昭和59年

８月、全国iili核総体(秋川）

５２kg級輔７位、西英二(和~、i）

６７５kg級輔３位、北野ﾄﾞﾙﾆ(111本商）

82.5kg級jii6位、l1Ijl:);M人(jWl兀問）

団体第６位、机I:iHil4点

10月、第391,1国民体育大会(糸瓜）

６０kg級第１位、北野ﾄﾞﾙﾆ(１１１本ilM）

５６kg級第７位、UEoil兇久(n体火）

11)二l、全Ⅱ本社会ル爽堆|､１１入会(｡〔１，１１X）

67.5kg級輔５位、牧松敏夫

（範llbiWi戦）

82.5kg級第７位、坂｣鋼IIB

（大阪ガス）

昭和60年

８月、全国商校総体(石川）

６０kg級第２位、恩地神夫(和1:iiW〉

団体苑６位、ギ111§ilIIil5点

】0月、第401111回腿体fi人公(為取）

６０kg級第３位、恩地胖夫(和_Ⅲlwi）

82.5kg級第３位、雅賀俊企（〃）

11月、今11本社会人雅実巣川人公(111

82.5kg級第８位、袋田裕章(串本）

Ｔ227.5kｇ

９０kg級麓５位、杉本幸男(和工）

T240kg

llOkg級節７位、南方功占(大商人）

Ｔ270ｋｇ

(会焚に宇治田省三、ＩＪＩ会是に山田修、

理躯及に小田富男）

昭和56年

８月、全国廠校総体(群,Ni）

６０kg級節７位、寺岡久幸(Ｍ１本）

Ｔ205kｇ

９０kg級節２位、杉本幸男WIl工）

Ｔ247.5kｇ

９月、第14回近畿高校選手権大会

N1体の部第１位、和歌ⅡI工業高校(初）

10M，第361mⅡ副民体育大会(滋賀）

５２kg級第６位、奥野幸宏(側９１〔）

Ｔ185kｇ

６０kg級第７位、寺lUll久幸(1M本）

Ｔ207.5kｇ

９０kg級第１位、杉本幸男(和工）

Ｔ257.5ｋｇ

少年の部第４位

110kg級節８位、南ﾉﾉ功古(大弘建材）

T265kg

天皇杯第６位、5.5点穫得

昭和57年

８月、全国高校総体(鹿児島）

５２kg級第１位、庄司晃久(和工高〉

10Ⅱ、姉37回国民体ff大会(勘根）

５２kg級iiY2位．庇､Ｊ１兇久(和兀商）

110kg級輔８位、南方功古(人弘処材）

昭和58年

８月、全国高校総体(名古歴）

５２kg級第３位、堂野哲(和工高）

’’第８位、尾崎半生(吉備高）

９０kg級第５位、南昌彦(和束）

T205kg

loH、第32,国腿体ff大会(Ｗ森）

５６kg級輔２位、笈松敏夫(和工〉

Ｔ207.5kｇ

６０kg級第１位、森本地(111本）

T235kg

少年の部第３位

100kg級第８位、南方功古(大illj大）

T245kg

天２１杯輔６位、5.5点lEi郷。

昭和53年

６，，第２回アジアユース巡手llii大会

(マニラ）

６０kg級第１位、森本進ＧＩＩ本）

Ｔ240kｇ

８月、分１mI高校総体(111形）

67.5kg節７位、瓜田lﾘ1雄(１１１本）

Ｔ215kｇ

９０kg級飾８位、小路fitllL(和工）

T195kg

n本高校新紀錬樹立、６０kg級、森本巡

(''3本）S11q5kg

lO)Ｆ１、jiJ331T1国民体育大会(及野）

５２kg級飾８位、１１t[Ⅱ災Iﾘ1(和]ﾕ）

Ｔ180kｇ

67.5kg級鋪５位、瓜lIlIﾘl義(111本）

T220kg

llOkg級第６位、南方功占(大商人）

T240kg

昭和54年

８１１，余lH1ipi枚総体(兵111(）

67.5kg級飾１位、瓜|Ⅱlﾘl雑(111本）

Ｔ250kｇ

９月、第１、Ⅱ稗ユース大会(ソウル）

67.5kg級第１位、瓜、IﾘI義(113本）

T255kg

lolqLiiY34m刷晄体f『大会(宮崎）

67.5kg級輔１位、瓜1111ﾘl雑(111本）

Ｔ250kｇ

７５kg級第７位、中崎弘一(111本）

Ｔ222.5kｇ

９０kg級第６位、坂_fEWUN(利｣:）

T22Ukg

llOkg級飾６位、Ｉ卜i力功古(人llli人）

T2525kg

llll、’１１川柵会及タピ｣：

昭和55年

８月、金剛商校総体(愛媛）

82.5kg級第６位、鎧111裕飛(1M本）

Ｔ217.5kｇ

９０kg級輔４位、杉本やり)(*U工）

T235kg

輔２１iilII鮒ユース人公(群,1$）

100kg級輔１位、杉本噸ﾘ)(ｲⅡI:）

T220kg

lOH、第35何国腿体ｆｉ大会(栃木） 昭和60年、館40回図体選手団
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梨）

７５kg級第８位、笠松敏夫(和北高教）

82.5kg級第７位、坂上斑昭

（大阪ガス）

昭和61年

８月、今Iflinl枚総体(IllIl）

５２kg級第３位、樺下良平(１１１本商）

10月、第411⑩Ⅱ刊腿体育大会(111梨）

５２kg級第４位、森下良平(１１１本高）

３Ⅱ、第２、全lfl高校避抜大会(jilf玉）

７５kg級飾６位、111吋耐l同(111本iWi）

昭和82年

８Ⅱ、全|刊商校総体(北海in〉

７５kg級飾６位、111崎抑iil(111本満）

10月、第421可１１１１腿体育大会(沖縄）

５２kg級輔６位、梯下良平(大商大）

67.5kg級飾８位、思地紳夫(ロ体大）

５６kg級飾７位、l1lIIl隙(和T:iili）

67.5kg級第８位、大江政雄(111本iii）

７５kg級輔４位、111崎IiWIil(111本iWi）

11月、全Ⅱ本社会人･災難トルマスター

ズ大会(京都）

５６kg級第６位、１１'村軒彦(市役所）

７５kg級飾４位、商檎次夫(和兀商教）

昭和63年

911．全Ⅱ本社会人･1k典川･マスター

ズ大会(北獅iii、

６０kg級第８位、１１１西康彦旧新建設〉

67.5kg級第３位、服部l}典(剤盛堂〉

７５kg級姉３位、iWi橋次夫(和兀満）

１０１１，姉431ⅡⅡ１１比体h｢大会(京都〉

５２kg級）１Ｍ位、１Ｍ好勝(九共大）

５６kg紐輔８位、森下災ＪＩＬ(大商人）

平成元年

８月、今IniWi核総体(徳島）

＋100kg第４位、水本鯉二(串本高）

９月、節441i'Ⅱi(Ⅱ〕LHKfT大会(北梅近）

６０kg級節７位、iii下典14(大１１W大）

７５kg級飾８位、雑賀俊介(Ⅱ体大）

６０kg級節７位、’1211IiU-(111本iiIi）

７５kg級第４位、メし木騨(机~[商）

100kg級第４位、水本健二(串本高）

１０月、67.5kg級第７位、杉原敬磯(住

Ilii液化ガス）

67.5kg級節５位、服部呂典('1鉄工〉

７５k瓜級輔４位、商構次犬(和Iidi教）

100kg級輔６位、1,11昭ＭＷ,}生’１１戦）

’’第８位、鋼Ⅱ紫夫

（ユアサバッテリー）

平成２年

10月、第45lI111Iil氏体fr大会(IHillbl）

６０kg級姉４位、森lf良平(大商人）

ｌ１ｌｌ、俗11本社会人M(爽業Ⅲマスター

ズ大会(石川）

６０kg級第３位、服部昌典(可鉄工）

７５kg級第４位、商橋次夫(和工廠紋）

９０kg級第８位、森本圭助(〔l徹）

100kg級第２位、寺川楽犬

（ユアサバッテリー）

５６kg級第５位、仲ロ尚美(和束高）

平成３年

８月、第５１１１１全国中学生大会(徳川）

６４kg級第３付、安保敦史(那賀１１$）

’’第５位、久趣哲也(Ⅱ〔側【１１）

lOll、第46lp1hil氏体育大会(石川〉

７５kg級第６位、丸木糠(Ⅱ体大）

第９回全日本マスターズ大会(北海iii）

67.5kg級第２位、杉原敬蔵

（住商液化ガス）

７５kg級第４位、芝村好央

（ノーリツ綱機〉

９０kg級第３位、撚本=Iimj(、憐）

100kg級第１位、寺田泰犬

（ユアサバッテリー）

平成４年

５月、全日本選手権大会(千葉）

７５kg級第３位、丸木馨(日体大）

８Ⅱ、第６１，１全I刊011学生大会(栃木）

６８kg級第２位、久徳衡也(！〔hIIIn）

７２kg級第３位、間野阻司（〃）

11月、第20回全n本実業川人会(徳勘）

８３kg級第３位、服部暁彦(内山商DII）

９０kg級第３位、沖良幸(大栄商ＤＩＩ）

輔10,全ｕ本マスターズ大会(徳lib）

67.5kg級第３位、杉11K敬蔵

（化iiii液化ガス）

９０kg級第２位、様本米助(、鴬）

100kg級第１位、寺田泰夫

（ユアサバッテリー）

平成５年

８几第71,1余lUil11学生大会(１１ﾄﾞ,1$）

５４kg級第１位、架11」鯉(｢lml1l0〉

10Ⅱ、第48,国晄体f『大会(畑勘）

７６kg級第４位、丸木軽(日体大〉

７６kg級第６位、堂而雄大(紀北商〉

11月、第111ｍ全日本マスターズ大会

(愛知）

７０kg級第２位、杉原敬蔵

（lIiiWi液化ガス）

108kg級第１位、寺111莱犬

（ユアサバッテリー）

平成６年

８月、全国高校総体(商111）

９９kg級第５位、石井幸論(和工imi）

11月、第30,全11本爽業､l大会(I11Lb）

５９kg級第３位、ｉl(iiIIi徹也(本州化学）

第１２回全Ｈ本マスターズ大会(福島）

６４kg級第２位、杉原敬蔵

（エルピレックス）

７０kg級姉３位、芝村好央

（ノーリツ綱機）

９１kg級飾２位、森本圭助(自営）

108kg級第１位、寺田泰夫

（ユアサバッテリー）

３，，節10回全国商校選抜大会(京都）

８３kg級輔４位、久徳哲也(和工商）

７０kg級節２位、坂來さやか(和兀商）

平成７年

５１１，節551u1余Ｈ本巡乎柵大会(佃局）

７６kg級第３位、丸木軽(県教育庁）

８月、姉９回全国中学生大会(北茨城）

４６kg級第１位、垣内道光(有功中）

７０kg級第３位、松下正典(城東中）

１Ｍ、鮒50回同氏体育大会(福崎）

７６kg級第２位、丸木蝉(Ⅱｌ教育庁）

５４kg級飾７位、古川随規(和工商）

７０kg級第８位、安保敦史(和工商）

８３kg級第６位、久徳哲也(和工商）

11月、姉32回全日本社会人大会(束広

川〉

７６kg級飾３位、丸木軽(県教育庁）

輔13回会11本マスターズ大会(東広島）

６４kg級第１位、杉原敬蔵

（エルピレックス）

９１kg級第１位、森本圭助(自営）

＋108kg級第２位、寺田泰夫

（ユアサバッテリー）

ひろしまＩＩＬ念杯女子大会(來広$b）

７０kg級第３位、坂来さやか(和工iHi）

〈現役員＞

会災宇治田栄蔵

ＭＩＩ会Ｊ〔山田傭杉原敬蔵

｣111耶焚商禍次夫

皿，IF岡紀生中村助

安保、明坂東孝彦

池田楢次加茂富夫

林正＝原且

四宮残規笠松敏夫

坂上嘉昭中川隆人

束照雄浜ロ晃一

岩木紀之絹川和敦

暦門明中村智彦

小上利夫森本圭助

芝村好央寺田泰夫

西上嘉人岡昭浩

服部昌典塚本貞治
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Ｇ鳥取県
歴代会長

初代岸

第２代椿

第３代大西

第４代吉田

正
爾
巳
男

秀
公
正
逮

(昭和42年～）

(昭和45年～）

(昭和48年～）

(昭和52年～）
事務局〒601局取県岩美邪岩美町浦宙2610

田中間lBITELOO57-28-I811

代役貝は会奨が岸秀正、理ﾘﾄﾞ処が佃鋤

章一、理事が浜ロ陸一、災、義明、撚

淳美、宮脇通明。このうち森と宮脇は

1H教委体育保健課の職員で、人材不足

のため変則的な役員メンバーでのスタ

ートであった。

当初は､会乢は問校生を11ﾕ体に30L

IM源不足は目を桜いたくなるほどで、

県体協に納める負担金など、佃蝿が月

給の中から自腹を切るありさまであっ

た。

〈1F次ｶﾞﾘ概況＞

昭和42年

鳥取県ＷＬ協会設立(４月１１１)。初代

会奨に岸秀正(故人､当時鳥取西工業iHi

校校受､理事長に福鴎竜一(当時同校教

諭)、理Ｐｌｆ４禍の役員と選手で発足し、

,[O取県体育協会に加盟(６Ｎ)。弱体な

がら細細体制ができあがった。また、

鳥取西工業商校に段iIi･から施｣二まで馳

貝、生徒が一体となって作ったＷＬ練

習場が完成(10月>･

成年競技者は、その年鳥取西工業商校

を卒業したばかりの数名、少年競技者

は同校の部貝22橘であった。

こうして、蝿JMMWL協会の推盤がで

きあがった。

この年、県民体育大会ＷＬ競技に成年

１名､少年４名出場｡県高校総体ＷＬ簸

技に10名出場した。

昭和43年

$ＩＤＮ高校ＷＬ選手柵大会(111口県)に刑

IuMIt-が率いるj脚色瀬二、１，桁、、

中日出夫、竹内達夫、尼崎修一輔７斜

が本県選手として初出糊。

また、中国･九州大会に平尾竜二が出

場。県民体育大会に少年５名が出Ⅱ)し

た。

昭和44年

1M晄体f『大会に戒ｊＩｉ２瀦、少ｆＭ桝川

｣勝。1M間枝総体に12粥がllIjルした。

昭和45年

第２代会畏に椿公爾(当時鳥取西工堆

高校校長)就任。

lMpL体ff入会に戒イド２橘、少年４名出

｣ﾙ。１Ｍ商校総体に12名が出場した。

昭和40年

Iiii平くらいの活仙状況であった。

昭和47年

』(I,収llliI)i体迎にＷＬｗｌⅡ1部がiljl6慨さ

れ､初代部奨に緋公爾(当時I0取四上乗

商校校及)、委貝良に佃噛jiH-が就任。

ｉｎ鴫や遮手連は全'五l商校総体出場の夢

を描きながら日々の練習に励んだ。

昭和48年

第３代公艮に大西正LL(判時鳥取西工

業,1M枚枚1t)が就任。

昭和49年

本IIL避乎が今lU1商校総体(福岡)に初出

塒を来たした。緬璃章一率いる秋IHI和

夫、谷ｕ光と、中垣悟、、中明である。

昭和50年

行、正峨、徳111爽聯成年が国体初11Mル

をめざして練習に励んだ。人江述雄が

命lUl商校総体に11M』し、会lH1大会Ⅱ{｣ル

が身近かな状況となっていた。

昭和51年

本1M成年避手の杼、正幸、徳山実、入

江述雄の３渦がl副睡体育大会(第31何

佐fIUiilHE)に初lllMlo

PIi川悦jI11(UJ波辺)が米-7.]:典商校に赴

任し、’'1好公を発足させた。これまで

１１１Fでは｡(U取四工業商校１校であった

が｣iil枝の発足により２校体制となり、

辨及のｉｉｉ一歩を歩んだ。

この年、初の２校による新人IIR大会を

Ⅱ１１１１Mした。しかし、その後米子工業商

校のliil好会はMlj川の極助により３ｺﾞﾄﾞｌｌＩｌ

でiJi1IilIが途絶えた。

昭和52年

第４代会跿に古田達男(当時鳥取県議

会殿１１)就任。

本IILにおいて初めて'''1副ＷＬ選手椎大

会(姉81001)を`[ﾘｋｉＩｉでⅢ１１M（８）小人、

物､idiHIrの乏しい'１１で古IⅡ会｣と、刑翰、

杼I｣、鯉IⅡ鞭の尽ﾉ｣によりこの大会を

１１Nけるようにな')、ようやく10国ffIH

と刑を左らくられるまでになった。

水H1の少年避乎の沢亨が回民体育大会

<沿革＞

協会創立以前

太平洋戦争後、本県のスポーツ界が

愈激な苑風を遂げているI|'で、ウエイ

トリフティング(以下ＷＬと略称)競技

に対する一般の関心はきわめて低かっ

た。ところが、ⅡⅡ和39年の來京オリン

ピックで、三宅装備避乎がFe級で優勝

した模概などがテレビで全国に放送さ

れると、ＷＬ競技独特の緊扱感と迫力

が若潴たちを引きつけ、入試を呼ぶよ

うになった。

そうした中で、Ⅱ【l和40年４１１本lIl

WL協会の生みの親である１１W噛迩一が

兵I[lilH尼ヶ崎工業商校から鳥取西工業

高校に赴任してきた。当時、禰璃は１Ｍ

下で唯一のＷＬ経験希であった。さっ

そく３Ofiの生徒を典めて同好会を結成

し、岸秀jI;校及や教職flの全ili的な文

扱を受けて、１０i１校の芯凱英習室で練習

を側始した。本1MにおけるＷＬ餓技の

蓬生である。しかし、ｌⅡ具は日本体育

協会が未艸及餓技の幣及奨励班業で送

ってくれた、來爪オリンピックのＷＬ

競技に仙川されたというバーベルI式

があるだけであった。鉄inの枕木を欺

き納めてプラットホームとし、白紙J1（

のチューブをエキスパンダーの代わり

にするなど、工夫をこらしながらのト

レーニングであった。

昭和41年には、このような地巡な努

力が蝿ぬられて同好会は部にf１．桁し、

部、と戦11の手Ⅱ§りながらプレハブの

練稗期もでき上りliil枝の純習もいっそ

うはずみがついた。

協会釦行Ｅ至る経緯

この年、ＷＬ協会がないのはKO収を

含む４１(ｆｌＩｌであった。このため協会の

批立が緊急iUlLUとなっており、佃鋤は

111紋河喬貝全体ｆｉ係llLiUMの指導を受け

ながら411微づくりに奔走し、昭和42年

４Ⅱ１日に.〔５JiUMWL協会を彼立、同

６nに`〔I,取県体fi協会に加盟した。初
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(第３２回i1i森)に初出｣ルした。

昭和53年

特にII立った11111iはないが、皮f｢、少

ｲﾄﾞ選手逆は会１Ｍ、lqIAl大会の７大公に

llljルした。

昭和54年

昭和60年「わかとり111体」l91IIMをめざ

した活釛が本格化。６川には成年股技

会場となった岩焚町LL体ｆ『館が完成。

`〔b取研i兀菜高校の松本hI鯉がＷＬ研修

のためＯＩＩﾙ(大学に内地1W学。

昭和55年

Y)笑町民ＷＬ練習｣ル(85ｍOが宛成し

「わかとり|珂体」の避手強化に大きな

効果を生み、地域llHlJとのＷＬに対する

理解と関心が間まった。Ｉｉｉ１大会をめざ

し`[いIKvIil:黙iiii校と『襖ilM枕が,lIi校体

ff部強化桁定校になった。また、fl其

''１`､針ｋ６１ｌｌ学ﾘ｡i化桁)i2校になり､,Hi枚、

人`粉をj、してｗＬにＷ念した人il:述雄

が救鞭をとった。Ｗ､鴫ボーの苑粟によ

り、当時としては珍らしい全IRIに先駆

けてのＩＷＦ化巡乎強化を火施。｜iii述の

糾liIYjﾙでiUl典''１学1kとｲﾄ共ini'kの避乎

をｲH噂した(このときYI共,Wi佼に部は

なかった)。

昭和56年

岩美商校に、大学でＷＬにＷ【念したIiii

川蹴三が辻ｲ『し、Ｉｉｉｌ佼にＷＬｌ１ｉｌ好公を

苑)｣Lさせた。ﾆｵLによって111下にlIjび

２校体制ができ、ドｌｌｉ存と逆手強化がア

ップした。一〃、０１１学４kはハイクリー

ン大会を初めて典施して６朽が１ＭⅢ。

111商校新人I1iRには商佼２１iにilLって７名

の逸子が出jルし、１１学21：強化が人i[達

雄の指導の下に本格的に始釛した。

第１２１１１１【InIFlWL避乎Iiii大会をif)其町で

1II1IIlio

昭和57年

OII学２１:避乎ｊｆは、１Ｍ内大会のいずれに

も本山稚志、Ul10尚樹、竹内機、人竹

賢二、橋本腿と鞭尚校生逆手と合lii1で

瞳技するようになった。

$１$学の入il:途雄、ｉｉｉ杖のIMlIhHliHi-、ｌｉｌｊ

ｌＩＩ欣三のII11nj巡柳の強化桁導Pi1iの~1；

で、Ｉｌｌｉ本ri:光、行11ｷﾞⅡ班、］《川弘、IU

IlI忠宏、’'１村ＷＩｉ、IMI(1)llilHT、池､１１光

Ⅱｲｲの１１１学21:避乎がliii火に此｣としてい

た。

昭和58年

Ⅲb｣i)Ｕ１ｌ避fIji化｣t,l蝿木部(21111$)の1(災

として「わかとりIlil体」において優秀

な成紬を収めるため、’１１〕j(大,､被Wkl1flⅡ

蝋｣Ⅲ雄氏をアドバイザーコーチとして

Ｗ{へいし､１１Ｉ灯拡化合↑ifを火施した(１１N

和60年まで)。後にそのMHEにおいて、

IⅡ藤l〔の指導成果が大いなる緋来で』し

岩英町練問俎完成肥念

鞭をとりながら避乎として練刊を爪ね

ていた山m-llllがⅡMルして活瓢した。

第40回|珂民体育大会「わかとりllil体」

ＷＬ競技をrIUI11にIi11かってはばたこ

う」のスローガンのもと、ｻﾄ英町此体

育１Ｍ(成fIi)と瑞英''１学校体frill(少jIL）

で'１１１催(10月)｡本県は監粁入江述雄(成

年)｡前川章三(少年)、コーチ山IIl-I1ll･

成年選手は大竹賢二、IIlUllIBi樹、本111

稚志、山１１１－Ⅱﾘ。少年選手はIWlll忠雅、

杼、和宏、西本i･[光であった。地元沿

英町の絶大な協力と、IiilNJをDII心とし

た生え抜きの巡乎途の活IHIによって少

年勢が総合優勝｡WLNI体総合２位(犬

皇杯得点12点)であった｡西本立光は少

年90kR級で日本新記録で優勝し、111111Ｍ

地の選手として一服脚光を浴び地元の

ヒーローとなった｡また､谷｢l和宏(82.

5kg級）も金メダルに鰍いた。

IHI氏作商人公という大きな大会を成

績･述営而等成功柳に終えることがで

きたことは本1M協会員にとって戚に感

慨深いものがあった。そして、１，体１１１１

催は111喝政幸(1M理11｣と)､寺緋卿I範(UJ

Hl1jli)がＩⅡわるなどjNl織が飛柵的に光

奨し、またlUtMiも笈い“人と物”がか

けがえのないⅡｲ産として奴I)、イ｢恩雑

なものであった。

西本宜充はＩ１ｊ年に続いて金lliliiH枚総

体･国民体育大会に２年迎統優勝した。

渡辺悦IUIがrilDi辺ジム」をiUl6立。

船【Ⅱ知り!(IIL小握)、巡噸一nlI輔と共に

iWi核21{を含めて12渦で苑旭｡純洲｣&(7.

5坪)の趣iMtやバーベルをI2IuIでllIiい、

県西部の拠点としてiiTillhを銃けなが

ら、後々国体進手鞠を鋼(1)することと

なった。

1Mすることとなる。

`〔》取iFqT業高校にＷＬ専用練習場が増

改築（８月）され選手養成が加辿され

た。こうした蝋リーヒリのIliで、第38回

I|#,1$111体において本１１１雅志(75kg級・

`[しIHiI:)が３位に入賞。本111のＷＬ少f「

逆子のlHlljと体fi大会における初めての

入賞打となった。

昭和59年

第21回余ｎ本社会人ＷＬ選手権大会、

筋l21UIl令、本拠巣１１１選手樅大会兼第2

191余11本マスターズＷＬ選手樅大会を

VIjqIu｢乢体ｆｉ鮒でliilIl#１１１Ⅱ111(1111)｡｢わ

かとりⅢ体」１１川１Ｍと成功にむけてリハ

ーサルし1M内役員･Ｍｉ助貝の養成を兼

ねた。本協会としては初めての全国規

模の大会IlHliiであった。なお．全Ｕ本

社公人で人i[述雄(60kg級)が２位に

人償した。

姉１５１I11lI01jFlWL避乎Iiii大会を同会場

でllIlllI1（８）l)。

Ⅱ本ＷＬ協会より三宅義信氏を迎えて

妃念漱iiii会を１M催した。大勢の町民が

参加して大盛況となり、回体ムードが

,Wiまった。

IlMxf[光(82.5kg級、烏IHiT2)がini校２

（ＷＩｉながら今lHlibi栓総体(秋１１１)と|剥氏

体fi大会(奈良)に述統優勝。

昭和60年

日中友好今、本部常務理１１Ｆであった吉

IⅡ達雄会及がI]本ＷＬ協会、’'''五1拳jIr

協会へ要IlfIし、６Ｊ１に''''１友好ＷＬ破

技大会をｵ'}其IIlnjL体fil1Wで'1｜ⅢⅡ。Ⅱ本

と'''''１１の一流迦乎20杓が鯨技して脱衆

に深い感銘をあたえ、ＷＬムードは一

段と,1Wまった。「わかとり国体｣のため

に、滋賀ｌｌｌｌＩＷで.《0取西工堆高校で教
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玉川弘(60kg級、卿奴西工業同校)が全

国高校総体で６位入賞。

昭和61年

西本宜充迦手後扱会没立(８月)。後援

会此押幽次郎\;爽町町此祢のご熈力に

より町、県輔多くの方々に支援の輪が

拡がり、後に西本が出』&した'92バルセ

ロナ･'96アトランタiiljオリンピックの

支援体制の基盤が出来た。

なお、西本はこの年ＷＬでfmMいⅡ本

体育大学に巡学した。

波辺悦川のIlIlきかけにより米子〕I〔勘i枚

にWLliil好会が発足した(しかし、昭和

63年までの３年Ⅲの活釛に終った)。

昭和６２年

第１回烏llXlqiIIi校粍季大会を１１ＭＩＭし

た。これはiWi枚41；の競技ｿJlI1l-ILを1111リ

として柚IMMlt-が発案。４１１に火施し

13樹の巡乎がＩＭＩした。

今lI1商校遮抜大会(姉２１，１崎｣《)に本県

選手としてcl1村治2脂が初出場。

昭和63年

`[6取IHiWi校嫌季大会の澗称を鳥取ｌＭ

ＷＬ競技作手人公と改め、成年も参加

する大会としてⅢⅡ川･

筋l9IuI1IlIﾖＷＬ避乎Illi大会を`ⅢⅡ(iliで

ＩＭＩ催した。

平成元年

古田達男会及が参蛾院縦、に当選(７

月)。

吉村ハががl1R1hd体ｆｒ大会(少年67.5ｋｇ

級、,蜘西工)で８位入賞。

平成２年

第４１２L[ｕＩＵｌＬＷＬ髄技作兼大会におい

て逆手に窓欲を起こさせるため「佃嶋

杯」を波け、年度をjⅢして他の模範と

なる避乎を我彫することになった。

このｲｉｔ、西本f〔光は大）秩を卒堆し、郷

ＩＩＬにIHI}ってｊＭＩｉＵｌｌ戦f】｢姿Ll会に助務し

ながら避乎Wililjを始め、第501m１分11本

避乎Wii大会飛節lIlnlアジア大会遮考会

で優勝し､靴いて第１１回アジア大会(''１

国北京巾)に90kg級Ⅱ本代我避手とし

てlllj9。［iij選手後扱会、本協会がiillK

してiM【励公をlI11IIliし、Ⅱ!、ロ｢鞭の関係

ｆｉ多数が激励。iWl徳次nlI後扱公公』と、

ililⅡ途ﾘ)全｣と禅20欄の応掻団が会jﾙに

かけつけた。

平成３年

1Ｎ氏体育大会の少jf52kg級でｍｏｌｌ理

規が６位入賞。

平成４年

西木立光がiiY251111オリンピック大会１１

本代戎迦子11k終遮り会100kg級でＴ

365kgの『1本Wiilu鍬を樹立。これによ

り'92バルセロナ･オリンピックにⅡ本

代炎避乎として{Ⅱ｣ルし、またもⅡ本新

西本宜充がバルセロナ・オリンピック100108級で８位入賞

選手柵大会禅で活踊。

「､127令川満校総体JlM催にむけて松

本Ⅲ1徳が,Ｇｕｌｉ(ｉＨｉＴ粟iii5校よりＩＨＩ催地の

Y}災ﾛ｢IkliL饗11分へｌ１ｌＩ(!](1K成７年８

１１まで)。

平成７年

`〔1,N(111は、ＩｌｌｌｈＩ６０年「わかとり同体」

lllI11MをMd念して、１０年目のこの年に全

lTK1iii枚総体を誘致してｉｌｌｌ催。平成７年

度分liiMi枚総合体育大会ＷＬ競技を同

[i１１体のⅢ１１１K地となったY}英町でⅢⅡ111。

「11Lえf;:人はばたけｲ§米へ」のスロー

ガンのもと今川各地から137校371flの

避乎がllljルして鞆を股った。本1Mから

は､総Hlillf人江述雄、コーチ上原i服樹、

`n,四｣:雌ffixi本宣充、遇千明巧圭市、

芥11糠:。Ｖ}典iiii隙ff三好散、逆手１１１

円IIE太郎、lIIlMi聡。米ｆ１ｈｉ朧ffluj卜1メド

と、迦f､宏述一Ｗが参'111.

本Ⅲ迦乎はIＭＩＩしたが、睨念ながら人

償に鍋らなかった。

人公は関係各方而の団体の〃々のご指

j算とご脇ﾉjにより成功樫に終えること

ができた。

姉67[lUⅡ1t界避乎１m大会(OIimlZJ+1)に西

本Y[光(99kR級)がⅡ1場し、１５(i(になっ

た。

平成８年

iOiIII逆ｿ)会1ｔが浩美町町箕に就任。併

せてili本1.〔光選手後援会会健に就任。

西本ir光(99k円級、．〔↓｣1ZIIli工斑商佼敬

諭)が第２HIiIIアジア避下lhi人公（Ｔ葉）

においてS1675kR、J2IOkg、Ｔ377.

5kgのいずれ６１１本iWhlC鰍で４１１１(に入

賞。

11本ＷＬ協会はこれをもって丙本を，9６

アトランタ･オリンピックⅡ本代表選

記録で見事８位入賞を果した（Ｓ

165kg、Ｊ207.5kg、T3725kRで、い

ずれもロ本新記録)。

四本はもとより、関係判にとってlE年

の夢が父を結んだ櫛かしい-.畷であっ

た。全塒の四足色次1Ｗ〔'''１１，１ⅡiXI1I(九

1M戦f『箕、澤博次郎後扱全会1t、i0ilⅡ

達男会長等20名の応援団は欧瀞の渦に

つつまれた。丙本は鳥取県スポーツ馴

彰を受賞し、1M知平をはじめ多方lhiの

多くの方々から祝IHIされた。ⅡH和60年

「ｵﾌかとりllRlHKJの興人の道溌衝が兄

邪に１１１１花し結爽したものであった。

またこの年､〕|･、友山(67.5k円級､烏｣Ｋ

西工某高校)が全国高校総体(宮崎)･脚

民体育大会(山形)･全国高校選抜大会

で３述覇を述成。

波辺悦朗(90kg級)が今n本マスター

ズ巡乎Wii大会(徳附)に本1M週千として

初H1｣淵。山根1『也が図比体fr大会で少

年64kg級に８位入賞。

第23回中国ＷＬ選手権入会をX0取市で

朋催。

平成５年

ililU述男会及(夢餓院離日)が腱林水l】ｉｆ

政務次官に就任､。

姉65m１１t界遮乎椛大会(オーストラリ

ア)に西本宣充(99kg級)が出嶋し８位

になった。

全日本マスターズ選手樅大会(愛知)で

波辺悦朗(91kR級)が優勝。

平成６年

『1本ＷＬ協会の三宅義行氏を迎えてＹＩ

美IIJで[lUILlブロック稀判蝋習会を''１１１１Ｍ

し、各県の審判11が受識した（３ハ)。

小111隆次(岡山県出身)本県避乎として

活釛を始め､後にl到民体育大会･全11本
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手として出１９を決定した。

丙本はこれで'92バルセロナ･オリンピ

ックに銃いて'96アトランタ･オリンピ

ックと迎統H1｣鰯の栄誉を果たした。

M1､町舗が主１１mして激励会をIIII催した。

これに日本WLMI全会氏林克也氏が釆

ＩＭＬ、激励のことばを述べた。

大会会期にはlR、町、１N協会の関係者

20名の応援団がかけつけて西本の迎統

入賞を祈った。西本は腿閲したが、迎

統入賞の砿は厚く、トータル355kgで

15位であった。

,(6ＪＭＩで今Ⅱまでに行iMi技においてオ

リンピックに出柵した避乎は19名であ

るが、Ⅲ内在住瀞で２回出オルした満は

彼だけである。

西本は本県協会30年の雁史の中で蝋も

僻Ⅲした避乎であり、また鳥取県のス

ポーツの歴史のＤＩＩでも優れた梁綱を奴

した人物である。

鳥取県と淵英町は彼を称えて顕彰し

た。

第27IiiIUII1刊ＷＬ選手伽大会を岩美町で

mlIM･

一級公幽瀞判B(資格をIl0ql政幸が受験

(10Ⅱ）し、本IⅡ協会に一級審判１１鍵生

|蕊蕊１１
鴇

鰯蝿

アトランタ・オリンピック大会会期で、西本(中央)選手を囲む鳥取県応担団

<現役員＞

古田通男

棡圏軍一

中璃政幸

寺谷和範

渡辺悦郎

入江逮雄

尾崎俊文

竹内浩

西本宜充

会健

副会跿

理事鐘

松本和徳

事

田
嵜
川
中
田

紹
須
前
田
三

修
裕
三
樹
治

回
章
尚
賢

理

６１Ⅲ近い。
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轍島根県
歴代会長

初代吉田、E久

第２代板垣邦彦

第３代佐々木雄三

<昭棚42年～）

(昭和55年一）

(昭和61年～）
本覇局〒693巳根県出霊市下91町950番地出霊＆林高等学校内

寺本両夫TELO853-28-0321

を送った。１町枚のやり投げの選手であ

った永瀬美徳と、練習を積んできた出

雲商業商校の伊藤行正である。急な大

舞台への１Ｍ勝であり、しかも当時のこ

と、今のような立派なユニフォームが

あるわけではなく、とりあえずランニ

ングシャツに水泳パンツという姿での

ＩＭＩであった。成績は期待すべきもの

ではなかったが、こうした真剣な取り

組みが大会関係者の好感を呼ぶととも

に、協会設立へとつながっていった。

親昭和42年４月、初代会及に吉、慶

久、皿71F｣とに松）|:初雄のコンビで島根

Ⅱ1ウエイトリフティング協会が発足し

た。

協会flll立のこうした経繍から、我県

商体迎とは表裏一体の関係にあり、以

後の記述にも多々同体逆の出来事を載

せることとなる。

〈年次別概況＞

昭和42年

協会発足の妃念すべき年であったが、

練習用兵もなければトレーニング方法

も分からないという手探り状態でのス

タートであった。そんな中、幸いにも

東京オリンピックで他'11されたパーペ

ルー華の払い下げを受けることができ

たうえ、Ｍ)雲巾農業脇１両I組合の援助で

白木のプラットホームや手製のバーベ

ルを作り、競技に取り組み形を整える

ことができた。

一方、技術の認得は先進核であるIiil山

Ⅱ1の水岡]二乗iWi枚へ111露農林NYi核が出

掛けて、指導を受ける形で取り組むこ

とにした。

協会の歩みの第１歩であった。

昭和44年

M1外Ⅲ身者で競技総験のある方が、県

内赴任の鰍によって桁導してくださる

機会が出来、賊技ﾉ｣のIIIl上も徐々にす

すんできた。思いもよらぬ援叩であっ

た。

昭和45年

出裟農林高校の定時Hillに続き、全ｐ制

にも部への参加をiu』ぬ、これによって

協会組織の底辺の拡大が－吋すすむ二

とになった。

昭和46年

県勢として初めて耐校俄の今岡大会入

賞打をⅡ}すことができた。企l1F11wi核総

体Fe級のPiiIi[１３位である。協会iIIk

以来、必ﾀﾋﾟで選手の育成にjIKり組んで

きただけに、これは協会あげての、人

きな大きな喜びと将米への励みとなっ

た。

昭和47年

出雲農林ii１１校i'1部以米６年１１で、ｉ[il1

工業商校と浜IIliWi桟にｲⅡ次いで部及び

1両]好会が設置され、１１m技ﾉjのIijIIzとIMI

識の充芙に期待が商まった。

昭和48年

７月、第37回[却民体育大会1ⅢIIiIlIllIlIl

として決定を受け、l1iljFI2Ilにウエイ

トリフティング競技IIMIIIir定地として

出雲市が決定した。

これを受けて早速、会ﾑﾙの蝋脳．器』↓

や審判貝、谷係、などの養成と傭送、

宿泊、駐屯場の確保等、年次jifIdiiの筑

定に着手した。

昭和49年

松江西iili杖が４校Ⅱの部illiMl:枚とな

り、協会のすそFfがますます咳がりを

みせるとＩｉｉｌ時に、服抜刀も群爽に-上が

り、商校全国大会での播鵬が続いた。

昭和52年

この年に１１１１(liされた汁森県での'11体に

おいて、本県社会人として初めて人枇

打を雛lllした。５２kg級７位であった。

５年後の我がⅡＩでの|H1氏体育大会１１Ⅲ川

にIiIけてlﾘlるい諦辿となった。

昭和53年

111形県鵡岡iliでⅢⅡMされた金岡iWi被総

体において、本協会のiI1立以来の夢で

あった金岡優勝を、浜IⅡini快のjIIjWIl1櫓

が災現してくれた。67.5kg級でＪの１１ｋ

終試技を10kRアップしての大地極優

勝であり、響びも－１１i大きく感じられ

た。協会創立12年Ｕの快挙であった。

同年秋の、焚野県でIlIII1Mされたlljl民体

<沿革＞

協会劃方以前

昭和30年代、ウエイトリフティング

競技は県内スポーツ界の未辨及柧目の

ひとつであった。その頃、Ⅱ1内ではフ

ェンシング、テニス、ハンドボール、

ヨットなどにM1次いで辿盟や協会iUl6立

の動きが出ていた。そうした110,曲根

県教育委員会とlib根1M体育協会は、ｌＩｌｆ

和40年に松江工業iWi杖でウエイトリフ

ティング競技の鍬料金をIMIHした。iii１

年にIWlIIMされた〕I[〕Kオリンピックでフ

ェザー級の三宅雑ｲﾊﾟ巡乎が金メダルを

蝋１１卜したこともあり、鱒開会への１１M心

は聞く、商校生、一般の柔巡や陸-kの

役てき種目の選手など約30人が染まっ

た。識師は、陸上ハンマー投げの選手

で、大学時代にウエイトトレーニング

の総験がある没j18iW三と、やり投げの

避乎だった今ＩＨＩ地が週ばれ、〕I〔京で術

導を受けて帰り、理趙と災際にバーベ

ルを使っての実技を指導した。この醗

習会が本県におけるウエイトリフティ

ング競技導入の第一歩であった。

協会創立に至る経伍

iiiI述のように、ウエイトリフティン

グ競技の県内への導入の肋きがiiF苑に

なった背鍛には、島根肌に国民体育大

会を誘致しようという機迎が商まって

きたことがあげられる。

島根Ⅲ教秤委、会と勘根1N体育協会

は、この獺習会の１Ｍ(１１１をきっかけとし

て、当時米択ざ耽争(担俄大会)が盛ん

だった出讐市農業協同組合の組什災・

吉田慶久と、同組合とのIlll係が深い出

雲農林商校の校及･瀬尾正三にMﾄﾉ｣を

得て、腱背述ウエイトリフティング大

会のＩＭｌＭや出鋤農林商校への部の|没概

にこぎつける迎ぴとなった。昭和41年

のことである。同校では、体行科で隙

上競技が耶I0Iiの松)I:初雄軟輸を部のMII

間とし、ｌｉＩ部直後の大分1Mでの国民体

育大会に県努として初めて２人の避乎
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行火会少年の部では、総合５位という

過去111[,軒の成縦をあげた。

昭和55年

Mllhl57frに本ⅡＩで11Ⅱ1111される「〈にぴ

き'１１体」の役11養成のための鋼IPI会瀞

がＷ&に１１Mされるようになった。

昭和56年

「〈にびきuil体｣のリハーサル･イベン

トとして、翁１１本社会人選手権大会兼

fMl本文比Ⅱ1避乎樅大会をｌＨ霊市の出

勤1111杯,Wi校休fiIlirでIMll11iした。

太公nlL11tにあたっては、１１本ウエイト

リフティング協会の桁導のもと、出雲

ｌｌｉ及び(1)聾114杯,Wi核のMﾄﾉJをいただ

き、谷係11の14索の打ち合わせの成果

により、スムーズな巡営ができ、本番

にIlIIけての｢1個を深めることができる

人公となった。

技術iIliでは、初Ⅱの社会人１１K技で56ｋｇ

級と60kg級でそれぞれ４位､67.5kg級

で２位、７５kg級で３位など蝉かしし､活

踊を兄せ、「〈にびき同体｣への大きな

期待を抱かせた。

この他、桁導粉や競技役只の養成を雑

ねて、Ⅱ水ウエイトリフティングM1会

より〕I〔ﾙ(オリンピック･フェザー級金

メダリストの三宅鍵仏氏の灘帥派近を

お願いし、「根性総」をテーマにした貴

爪な蝿iii(や〕l〔爪オリンピックでの試合

iMiなどをllllき､ｲi意鍵な機会であった。

昭和57年

いよいよ水Wﾄﾞ、小ＩＩＬでIⅢ１１Mされる初め

てのllillL体ff人公「くにぴき[刹体」の

年である。

本人公の成功をⅡ術して、焚期の計画

のもと役11、選手が一九となって頑張

ってきた。環境面ではH1雲市をあげて

の災化iJi肋に』l(1)組み、会場となる出

鷲艇林間枕はじめIHI辺校の協ﾉjを１１｝て

花づくりにjl(1)組むなど、ｉに学校、

協会とiWi体辿が一体となって努力して

きた。その成采が本大会での立派な大

会述桝となってあらわれ、数多くの記

録を２１{み、人盛会の皿い出深い大会と

なった。

迎洲､iだけでなく航ljimiでも成ｲﾄﾞの腿

MIIに加え、少ｲ1Kの企11人賞による総合

６位というil1MMlで大きな成来を残すこ

とができた。

昭和58年

「くにぴき倒体」の班した財産は瞳大

であった。この年に行われた全I玉lib６校

総体とIRl氏体商人会において、我が１１１

としては初の２趣巡乎が誕生したので

ある。Ｉ剛体ＩｌＩｌ(11《をj、して、醜技力の向

け１頭や選手確保、管理のあり方など

械々な眺爪な体験を積めたことを改め

《にぴき固体鮪１堕技皿

人Ｈの全国優勝稀となる。

愛知県でＩＨＩ催された国体成年の部

54kg級で優勝者をⅡ}す。

平成７年

県の第二次５ヶjIさ0111111に雌づき、避乎

強化と＃11繊拡光に取り組む。

〈現役貝＞

厩問石飛仰渡部幸世

石飛満松井初雄

会比佐々木雄三

iilI会Ｊと青木充之中村珊洋

吾郷征＝大凰俊弘

万代宜雄渡部和夫

臭田利晃

理事箕市娚義延

Ｈｉｌｌ理ＪＩＦ長小川高志

FＭ躯小川弘知田原良英

光田拓雄日浦哲夫

花田祥之欄山孝＝

山崎雅彦原正

福間啓＝最山哲彦

荒木修司内閣賊一

て有難く思う。

昭和59年

この年、‘蝿１１(Ⅱ｛で'１１１催された|n体にお

いて少Ｉ１名の部で２年M1緋の優勝村を出

した。

昭和６０年

「<にびき１１K1体」からW｢しい強化吋簸

叶凹へと秒行を図る゜

昭和61年

本1Mにとっては５校！」となる人91〔iWj枝

ウエイトリフティング部のiUWfがなさ

れ、「<にぴき１１１体」後、ちょっと息抜

き状態の''１にあって、ｌﾘ1るぃ18凶とな

った。

昭和63年

指導者の異釛や退職などによって高校

の強化体制がやや弱まったりi､商体逸、

協会､ＯＢが協ﾉ）し合って１１１弾のバック

アップにあたり、３人ロのiiH枚令llil優

勝者を出した。

平成２年

成年強化育成の一斑としてjlU)組んで

いた大学生リフターづく

I)がlni調にすすむ１１】、法

政大学２年のiiリル仙二が

本Ⅲ逆手として初めて、

ドイツで1111111iされたiiil7

lmlIu界ジュニアウエイト

リフティング避乎樅大会

54kg級で銅メダルをＩＥＩ

得した。

|`１年、第１次強化５ヶfF

ill･iiliiがⅡ!よ')状され、折

たな強化iIlmjU`施に入った。

平成６年

108kg級で本Ⅱ1例のＵ本

高校記録樹祓希鍵生。４ ４位入貢した荒木悔司のJ115kB

１４色



ｅ岡山県 歴代会長

初代多賀安郎

第２化三宅太郎

輔３代千田、進治

姉４代板谷賊一

節５代田中博文

(11/Ih122ｲﾄﾞ～）

(ⅢｲﾄlI29jIK～）

(昭i149年～）

(昭和55年～）

(11(ｲﾈⅡ58《１２－）
駆務周〒703岡山県岡山市土田290-1束岡山エ露高等学校内

長谷章一TELO862-79-0565

<ｲﾄﾞ次別概況＞'よ、「会場をうずめた観衆は、初めて兄

る同氏の隆々たる筋肉のBlihhjD(iに魅せ

られ、演技終「後、井口選手に万iliの

拍手を送り讃えた」と諾られている。

そして翌９，，ｌｂ６１山市において初めて

1M支部貢１２(鵬の競技会を１１}Ⅲ1iした。その

'1\の槻7.を板祥は｢胎外にｲi灰で4メー

トル四方の(1線をひき、器具も{Ⅲ人所

有の物を借り、選手同上で器具をつけ

あい、また、判定は主審一人で赤ifの

手旗で行う実に簡素な試合であった」

と哩稀にコールにと一人で殴技役11を

こなきれた思いｌｌｌ６艦られた゜

その第４IijⅡ]LL体fi人公１１〔分IMS逆

手椎大会岡山-卜退会に11Mルした15欄の

選手の内5名を岡111県代衣として､9K)j《

都であった本大会に出場させ、Ｆ級丸

山７位、Ｂ級安延３位､Ｆｅ級丸山８位、

Ｌ級縄出優勝、Ｍ級武縄は７位となっ

た。それが、ＩＤi]IIIlllMI公初の代災チー

ムである。

その後、岡IIIlm支部は藩爽に体Iillを

盤え、昭和26年４月に、日本協会1M111」

Ⅲ支部は花式に岡111県亜賦挙協会と改

称され、会長に多賀安郎を再任し協会

の体､11を終え現在に至っている。

<沿革＞

昭和20年代

IIrlｲⅡ26ｲizlOlIz、》〔)i(でハワイの2111jチ

ームを州さ１１米対抗競技会がｉｉわれ、

1M1111111から11本代災として縦１１１笠が川

j9し､エメリック･ｲi川迎乎にＩ１ｋｌＬ２位

となった。

llllhl27fIflOl1IYHA61H14iIJでｲﾌﾞわｌした第

７l9Il刊Ｈｆ椛第1211,1余日本選手樅大会に

IIIlIl、メuII、宇野シ、西尾、窪HEI、字

ツトテの６選下を派逝した。Ｌ級の縦ｍ

が11本１１.鰍を樹放し､みごと優勝した。

また、トIHKIIIRにおいても処Ｉｉ３((〔に入

賞し、進flIiのⅢi[さを全国に見せつけ

た。競技会後に行われた第１１，金11本

ボディ・コンテストにおいても､窪H1が

IlUnのトレーニングの成果を十分に発

抑し、初代のミスターⅡ水の栄冠を下

にした。

昭ｲ1128年より、全11本避乎棚入会、Ｉｌｉｌ

体が２１Ｊ(合に分離ⅢⅡ脳されるようにな

り、６)lに人阪Iliで行われた全11本選

手liiiにおいては、｜出Ｉ山1M出身選手がiiZi

IlllL、９稀の入賞村をⅡ)した。なかで

も、Ｌ級綱ⅡＬＢ級」LIIIの優勝は将ilu

協会創立以前

ⅢIⅡ山1MのNuit準の雁史は昭和10年に

始まる。当時Ｉ１ｉｌ山ｉＭｉ{Ｉｉの朴JI1i鍋氏が

lM1III巾に拳IlIlクラブをI1UiijlLその''１に

〕l〔郡体ff研究所を披け､「人体改迩I1i鈴

迎､１１」と称し令身の筋肉を鋼締するこ

とを目的として始めたものである。い

わゆるフィットネスクラブの前身とい

える。

当時同研究所にjilflUlしていたIid1IIllIL

協会のIiii会奨板存城一(呪潴梓会｣と愈

敬TWii化)が術WnIiに朴と共に倉敵支

部巡鳩を擬き、コンクリートで手製バ

ーベルを作り、各棚のウエイトトレー

ニングを行った二とに由来する。

協会創立に至る経緯

第二次１１t界大峨の影哩で数年の体11：

JUⅡⅡ1を紐きながらも、終収とともに板

行及び爽蛸でXluiAi備囚隙大学福祉学部

奨裡出登らが、ｆ丁敷支部巡柵をiWi延し

活動を再附した。

競技会への初参加は}IHI和22年11月に

布川Ilil金沢117で行われた節２回l司腿Ｈｆ

ｆｉ大会兼令n本避手柵大会にIUUIIIl(1代

我として､、]笠を送りだし、強姦ﾉﾄﾛ

避手(東京)、塊避乎(焚崎)を相手によ

く醜いみごと３位に入賞した｡そして、

翌昭和23年10月、福Ililll1福Ilhliliで行わ

れた第３回国腿体fi大会雅余Ｈ本選手

椀大会では、liilじく銅111がＬ級２位と

なり、ますます競技鍋を盛りあげた。

しかし、全国大会に辿乎を送I)Ⅱ)すも

のの、まだ、岡1111Mには正式な組織が

なく、昭和24年７月になって、日本戒

量兼協会に正式加盟し、ｎ本Ⅲfit拳協

会同IIIll1支部として発足した。初代支

部奨に多賀安郎、初代理Ⅲ(腿に板谷織

一が就任した。

支部発足に1iたり製８，，弁、幸ﾘ）

先生を郷土lulIIIIに拙き、衞敬iiiで模範

演技会を行った。当畔を披り返り、そ

の様子を板谷穐憐会此(術赦市在仙）

「
Ｉ
動
凹ｒｌ
Ｌ

岡山県協会創立のメンバー
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される。また、１０月愛媛1Mで行われた

国体は、エースrMmを欠きながらもよ

く可l慨I)団体で５位入賞を果たした。

昭和29ｺﾞﾄﾞは[刊体のブロック予避が導入

され、６mのIIllll地区予迎会では他１Ｍ

に災力のjULいを兄せつけ、川体１位で

通過Ｌ８Ｈの北iljjjii小櫛iIiで行われ

た第９Ｉｉｉｌ国体に、ｌｌｌＩ副地I当代衣として

選手を送I)出し、みごと団体３位とな

り$l1Hil地区のｍＩｊを保った。また、こ

のfIZよりilW校避手lii大会がiUtけられ、

姉'41,1余日本避乎柵大分と合わせて徳

Lb県iUjlbiliで１１Nかれた。

第１１iII1Hi校避手椛においては、Ｆ級浅

沼５位、Ｂ級Ll11i(４位､Ｆｅ級山、２位、

同級、鍬iMj3位、Ｍ級灘沢優勝と、岡

1111Ｍとしてllil(かしい活11111の跡を奴し

た。特に蝋沢はＭ級において初代チャ

ンピオンの禍を洩した。

IIil年、IUI1山111として初めての例際試合

への派遺を行い、５Ⅱフィリピン･マニ

ラ市で行われた第２１mアジア餓技大会

に窪田を送った。

昭和30年代

昭和30年代に入り本lHのjItjit挙股技は

漸次陸盛した。また、この年よりIMllll

lIlを離れた綱111が蝿IJIＩするウエイトト

レーニングが全脚に牒及した。

昭和30年、神奈川1M川崎市で行われた

第101,1国体では２つの特筆すべきこと

がある。１つは、ｉｉｉ1校生ながらＭ級に

ｌＩＩｊルした繭沢が優勝をかけて一般の阿

出迦乎(1'1'奈川）と接I脳を縦けている

時､天型､ハ1后iui陛下がご米臨になり、

その招剛を興味深くご覧になられたこ

であり、岡山1M協会にとって忘れるこ

とのできない栄替なPMVである。結果

としては、Ｊで[]本Md鍬を樹立しなが

らも2位と波を飲んだ。もう１つは、１１１１

余川で111塒した巡乎の内、２橘までも

がlmIIIlIL出身将であり、ｌｉＩ体順位、１

位神奈川、２位岡山を含めて考えれば

図体で岡111県退手が大活lMHした年とも

いえる。

UⅡ桐131年、Ｉ刊体のiili哨職を離れて倉敬

iiiに法政大学を柵き、オールIIHllllと対

抗収を行い、法政大学の勝利に終わっ

た。しかし、兵IiluIl尼崎市で行われた

第１１回風体では、その成果を-1-分に発

揮し、丸山優勝、睡沢２位、団体でも

５位入賞となった。

その年、昭和37年のIMI山国体の跡致が

jE式に決定された。

liiI年の１Ｍに１１１１(1uされた､メルボルン・

オリンピックに岡山Ⅱ!よりIIlp隆弘が

参IIL、岡1111M協会として初のオリン

ピック選手が廷生した。

また、丸山、Ｉｌｌｐ、薩沢、３選手の日

本記録も公認された。

昭和32年は、国体1111脳に備え、１１本協

会より弁｢I幸男先生をIrIき、ｆＴ蚊lliに

おいて瀞判鋼謝公を行った。その年の

東京都で行われた第17回分n本選手1hｹ

大会では、メLlII避乎がFe級において優

勝した。また、第４、高校選手樅にお

いては、Ｆｅ級に出場した吉川がＰ競技

にⅡ本商校記録を樹並し、優勝した。

昭和33年５月､東京で第３ImIアジア餓技

大会がijわれ棚111がＬＨ級に11)｣ルし２

位となった。lMl山県のllIl係避干が初め

て国際大会で表彰台に登り、栄光のｈＬ

跡がまた－つ加わった。

また、この年より高校の全国組織絲成

の気述が商まり、翌34年ウエイトリフ

ティング鯨技の卿1111部を紬成し、今lI1

iWi校体育巡MHに加盟した。その年の節

6mI高校逆手樵を全'五l商体迎WIiil部会

主催のもと1出I山1M金光町でllIIllMした。

名実共に最初の全国商校総体ウエイト

リフティング競技をIMIMiできたことは

我が県の誇りであり、また、｜鋤IlIll1よ

り参加した選手のうち、BilU;i木、Ｌ

級小川が堂々の優勝をとげ、IlI11IMI11と

しての面目を保った。

昭和35年の国体は－舷、問校の２部別

となり、高校の部については、ｆ選方

式の変更により中国、）L州地区から２

１Mの代表枠となったがIIIIIlI1との接I11R

のすえ姉１代我を手に入れることがで

きた。本人会は、熊本県下上iIiで'111(Ｕｉ

され一般Ｆ級の古田の優勝を含め団体

3位になった。

また､この年にイタリア･ローマ巾で行

われたローマ･オリンピックに､臘粁と

して岡IⅡ出身の)|:ロ幸男先生、ＬＨ級

の選手として槻、の２ｆｌを過り出すこ

とができた。あと２年に迫ったIuI1山'五１

体の為に、この年より商校新人大会を

新設した。

昭和36年は、高校生が低調であったが

中国九州地区国体千週会ではよく１１ｍ

い、代衷柵をi1lることかできた。秋Ill

IIlで行われた本大会では一般の２週手

が失格したが、そのアクシデントにも

めげず、Ｌ級IIjp、ＬＨ級懇田の優勝

を含め、残りの選手がよく職い、団体

３位に入賞することができた。

昭和37年、この年はいよいよIlnl山川作

の年であり、協会としては避乎強化と

施投、醗技迎営の研究に没頭した。７

月に栃木県宇都宮市で'111(iiされた問校

遇手権において６名の上位入賞者をIＩＩ

Ｌ、国体への見通しを持つことができ

た。

lOlI22Ilよ')５日の熱戦の幕は切って

瀞とされた。初日、高校Ｆ級板谷優勝、

iii枚Ｂ級三宅優勝、２ＵＨ商校Fe級貞

ｷﾞﾘ６位、商佼Ｌ級佐藤２位、高校ＬＨ

級小橋３位とiivWIHL、iiIi枚総合２位と

なった。一般も狐をⅡl:き、一般Ｆ級吉

111ト４位、一般Ｂ級吉、力６位、一般

Fe級鰯原２位、一般Ｌ級山口２位、一

般ＬＨ級騨Uilユ４位で団体３位、総合

２位となり、IMlIjMHの而目をたもった。

また別の怠味で注1-1されるところは、

１１上界dla鍬を念め106個もの新腿鰍が樹

立され、いかに会場施投、唖技迎営が

スムーズに行われたかを物語ってい

る。

また、この年は、際大会に２名の選手

を送り出した。Ｆｅ級藤原はモスクワ市

｣と杯､アジア腕技大会に派泄されたが、

アジア人公については政iflllI11ujのため

にＩＭＩを断念せざるをえなかったのが

洩念である。また、Ｌ級山口は、世界

逆手椎のⅡ本代友としてオーストリア

に逆i爪した。

鞘38年はｉｉｉ年に洩した好成績に続け

と、各逸子が域扱I)、商校選手iiiでは

５人のlも付人櫛fiを出したが、その後

の1K１体では商校は団体３位を確保した

６のの、一般の登録'111題もあり総合で

は６位にl↑んじた。

この年より新旧交棒の時Julに入り岡Ilj

IIlのチーム細成も学生二ｋ体の蒋手に変

わっていった。Ｍ１139年は東京オリンピ

ックのｲ1Kに当たり、llilI1IM1よ')瞭原が

lit終ｆ逆に蝕んだが惟我のため惜しく

も狐を飲んだ。第19回国体では高校選

手樅に続き商校Ｍ級渡辺が優勝した

が、団体では入賞を逃した。

昭和40年代

11({ｲ'140年にはいりﾌﾞ『l南l川がＭ級Ｐ競技

においてn本iiH枚１１.鍬を樹立し､また、

Ｌ級腿Ｍｉ６Ｐ競技において日本記録を

樹立した。その年の国体では両選手の

活躯もあって８位に入賞することがで

きた。

Ul{和41年にはjYlI櫛保が商校選手楢ＬＨ

級でみごと優勝したものの剛体地区予

避会においてi刑校は代我樅を取ること

ができず、一般だけの苦しい戦いとな

り入賞を逃した。

昭和42年は国体において前年逃した高

校の代表枠を取り返し、また、大学生

の祇珊で団体総合５位に食い込むこと

ができた。岡111在住選手に以前のよう

なエースが不在である。

IMI和43年は角１判保の活錨がU立った。

1011の国体では一般Ｍ級においてJr世

界iに録を樹立し、優勝した。
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昭和44年は広島県府Il1iliで節１回１１１副

選手梅大会を予定していたが、広島、

岡111の２１Ｍしか参加がなくillilqの対抗

IIEを行い、Ｉ出]山1Mが勝利した。811の

商校避乎柵において新投されたMII級

にllM9した来Ⅱlは、みごと優勝し初代

のチャンピオンになった。また、逆手

についてもliUi調に潤整でき、１０月に良

崎県で行われた国体では、一般Ｂ級平

ｿI:がＳ競技において肱世界妃録を樹立

した。一般Ｍ級jllIIi保優勝、商校Ｌ級

妹ﾉﾋﾞが優勝と瓠を吐き、’１１体５位に入

賞することができた。また、平木に行

われた全Ⅱ本社会人大会においてＦ級

uI下が優勝し、団体でも所側する三菱

石汕が団体で６位に入賞した。

昭和45年８月和歌山'1119本で行われた

iiii校避手柵において、倉敗工業iWi杖は

団体２位となり、IUI1lIIHlのi１M枚として

は初の団体入賞となった、また、jIlIm

係は９月アメリカで行われた世界巡乎

権に出場した。iiij年１１１:中止となった第

１回中国週乎柚大会も岡111、広脇、Ｒｂ

根の31Ｎの参加があり、１，１山でIMIIiし

た。この年は、ｉｎi枚の国体地低予巡で

愉しくも代表１mを取ることができず、

一般だけの悲しい戦いとなり、一般で

は５位となったが総合では入賞を逃し

た。

昭和46年は、岡1111Nにとって大きな痂

手となった年である。ハルi保の愛lqIlII

への移輔があり、l1il山1Mの収ｿJが大き

くダウンした。しかし、和歌IhIl1であ

った団体では一般のみのエントリーと

なったがよく戦い一般５位、総合でも

８位入賞することができた。その夏に

徳島IHで行われたiii校避手樅におい

て、Ｆ級浩崎が優勝し、団体噸でも水

岡工業iHi核が５位と腿MIIした。

翌47年のU9体もliil柵の布剛で跳んだが

一般６位となり総合入賞は逃した。

昭和48年はＩＨＩ山県にとってもう一つの

大きな１Wi手となった年である。Ｊ１洲:の

三爪県への移鯖である。後の、アジア

大会優勝､モントリオール･オリンピッ

ク銅メダリスト、今思えば岡山111のjH

ft挙界、いや1UIlIlのスポーツ界の狐火

の槻さえする。このｺﾞﾄﾞよりＰ競技がl刈

内で脆止になった。国体ではＨ級の杉

本が一人で瓠を吐き優勝した。

昭和49年11月、三宅iii会災叙勲、主力

趣千の流失で昭い協会内の久々の吉報

である。また、４，より三宅俊次が母

校である倉敷商業iBi核に赴任し、検地

の指導に当たった。協会にとっては、

高校で初めて』IlInl1的な指導者を迎えた

ことになる。

カ

ー鍛益Y4-甑.型`u臼鯵&_…』Q域Ｗ・‘wih
昭和52年、岡山商校総体での村木（現・沼田）趣手

昭和50年代

昭和50年代前半は岡山県協会として、

低迷した時期であった。商校にも一般

にも日立った選手がおらず混沌とした

IlihlUlである。しかし、昭和52年は協会

が､始まって以米の大Jli難をIiHIHした。

６月の全11本遮手椎大会は、新装なっ

た倉蛾中央体育館を会場に日ソ友好杯

も兼ねて行い、米日したソ連選手の強

さに圧倒され、また岡山県出身選手の

活紐に欲暫し、選手の11本記録樹立に

戎畝することができた。

８月の溺校巡乎樅を商梁巾で行い、５６

kg級にIMM）した村木は優勝を期待され

ながら３位に終わり、他２名の入賞肴

を出すに終わってしまったことは、開

他県としては城に不本意なことと竹し

まれる。

10)】に粁森凧で行われたIfl体で村木は

少年56kg級で優勝し全[副商校総体の酎

辱を果たした。

昭和53年は、高校選手権においては入

賞者ゼロと不名誉な年であった。国体

においては少年は全員８位以内入賞を

来たしたものの、成年がふるわず低調

であった。この年ギリシャで１１Ｍiされ

たJrllI:界避乎柚に村木が参加した。

翌54年も低調ではあったが[玉１体に参加

した少年は全員入賞を果たした。特に

75kg級に出場した多田は２年生であり

ながら３位以内に入賞し、大器の片鱗

をうかがわせた。

昭和55fl2は８)1の商校選手柵において

82.5kg級の多H1が大会組録を樹立し、

優勝した。１０月の国体では少年75kg級

優勝の多田を始め、少年が原動力とな

り久々の総合８位入賞を果たした。一

般岬V手のfTljrlが博し<、牧野、村木

が全国大会上位進lHを感じさせた。こ

の年の夏、村木はモントリオールでlWl

l1MされたJrlll界避乎liiに参力１１をした。

昭和56年、群`ﾘﾘlⅡでⅢⅡ川された全ｌＫＭｉ

枕総体において82.5kg級の111本が優勝

した。１０)lに滋fMlILで1｢われたlIil体に

おいては-Ｍr進出か烈まれたが、，Wi校

生の失格により涙を飲む結果になっ

た。

11{州157年、この年の全Ⅱ本避乎Ilii大会

の結果によ')|lIlIIIlI4より52kg級牧野、

60kg級村木の２粥がIu界避fblliに派逝

され、共に８位に人徹した.また．村

木はこの年のアジア競技大会にも参力Ⅱ

し、６０kg級５位に入賞している。二の

年より高校生が低迷しはじめる。Ⅲ内

の商校の競技会においても参力Ⅱ人数が

減少し､１００kg以上を拭技する逆子が少

なくなる。強化の一風として、蝋沢雄

平氏をjUDじfT敏iliに練習｣ﾙの提供を製

鋼、倉敬陸｣Z競技』川内に純lliI塒を確保

することができた。111協会純１W場の誕

栄である。後、命11本Ⅱ:公人避乎｜iiiに

おいて活柵するfT蚊クラブは、その純

Ｗｋ&１１１１Ⅲが紬成したチームである。

111(*Ⅱ58年６Ⅱの翁１１本巡乎１１i大会60ｋｇ

級において村木優勝、翌年のオリンピ

ック出場が濃厚になった。牧野につい

てもオリンピック代災候M1になる。こ

の２避乎は、名実共にⅢ水を１t災する

避手になった。しかし、ｉｉｉ１校生は強化

が巡れ、全Illiili枚総体、ｌｆｉｌ仲人憐什ゼ

ロであった。２避下の坊いを備り、他

の一般の避乎もよく刺l腿I)、liiI年1111

の全ロ本社会人大会で倉敬クラブがＮｉ

体優勝し､lAl剛総理大臣杯を蝋11卜した。
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)ui慨った゜８ハの命ＩＨＩ間佼避手椛にお

いてはＳ競技では兵l01uMの納樹避手に

勝ち、１位となった。また、９月に北

海jUであった1F1体で６ｓ股技で優勝し

た。また、成年60kg級にⅡ}｣ルした村木

は、Ｊ競技Ｔ共にⅡ本斬１１.鰍をⅢ江し

た。その化鰍はZIL成５fIZ111のWi階級

変疋まで11本ilu鰍として残った。

平成２年は嵩城ＩＩＬで１１１１雌された全国i鳥ｉ

枚総体60kg級で同じ岡111ⅡＩ所IHIの鈴

木、谷野が１位２位を分け、その快擴

にM1公として喝采を送った。優勝した

鈴木を擁するfT敬IIlii断は83kg級２位の

蔭沢らの橘MHでN1体５他人賞を来たし

た。l0jlにIuⅡMIlHで１１１１催された国体で

は久々の,Ili校生の充災をjnL、団体'二位

逃H1をＩ11つたが、成年避手が災IHiLた

たぬ11Ｍ(がOIIびず５位にⅡんじた。こ

のｲ13、村木を３Iiu]11の｣ﾋﾙ(アジア人公

に送り11)した。

平成３ｲ１２はlllilbill1Iでの全pil侭i枚総体で

91kg級iijlLbが２位に入り、また＋99ｋｇ

級のjfiルが３１１tになった。一般逆手が

新Ⅱl交冊のHIP期に人I)石川鵬でのIll体

ではJUAうように１１ﾄ点がNIぴず、さんざ

んな結果に終わってしまった。l611UMlL

緋lI1jルという卸かしい災縦を残した牧

野選手もこの拭合をもってⅢ体から；｜

過することを決意した。

1K成４fIi311、千業1Mで|Ⅲ他された全

ｌＨＭｉ枚巡拡大会で１年生ながらWi材が

90kg級２位に入賞し、８jlに簡崎ⅡＩで

行われた全lniWi枝総体ではI1hllIIlM避乎

はよく､川扱り４打の入賞粉をH1した。

その中でも100kg級に出』ルした四村は

ﾉ(:器のﾊﾞ鋤をうかがわせた。この夏村

木はバルセロナ･オリンピックにＩＭＩ

した.31111[1の代災であったが、ＩｉｉｊｆＦ

の故ljlilがまだ癒えぬため人蝋は逃し

た。

村木もまた、このオリンピックを岐後

にlnl際大会からのりl迫を決息し、アジ

ア大会３IiiI、オリンピック３１，１、世界

逆手↑hi5IulにｌＩｌｊルし、１１本の代戎、ま

た郷｣:IMIIIlの代災として数々の栄鉾あ

るTkjMlを硯した。

このfIZ協会として｣ﾋｲﾄﾞの辿醐であった

競技珊処iljl;が災型するはこびとなっ

た。協会のuIIIj会及の再三にわたる働

きがけがあっての実現であった。符に

蝉井MII会ｉｔは実務而を担当し、建設が

決定されてからは何度も倉敷市体育課

を幼IML制11部にわたり打ち合わせを行

い、サffMI公ＤＩＩ係者が行勅しやすいよ

うに橋渡しをした。

ﾙﾄﾞ成５ｲﾄﾞはｌｌ１ＩＩｌよりＩＷＦの大脇

をルール改jEが行われ、階級が全く変

虹された。全国高校選抜県予選等で多

少のIMI題が起こったがスムーズに変史

された。また、この年は西村が高校全

国大会３冠をめざした。

311の命IIIihi枚選抜では雌なく優勝、

８)1の全１，高校総体では腰1Iiiのため危

ぶまれたが終わってみれば余裕の勝

利、１０月のI玉１体ではⅡ本高校新記録の

樹立まで行い、３冠を達成した。

この年の５Hに倉赦UIiが総額２億円を

かけて迩設にとりかかっていた倉敷迎

釛公1Nウエイトリフティング棚が定成

し、そのｉ２念711乗として全'１１女子選手

権大会の誘致が決定し、日本協会の指

導により、布ﾉｷ理事畳の号令のもとlifl

IlllH協会が一丸となってその迎営にあ

たった。大きな１１１１題もなく無躯終了す

ることができ、岡111県協会にとって、

大会迎鴬へのlﾖｲﾊﾟとなった。

平成６年、７ｺﾞﾄﾞは競技の面では新旧交

替の時期に入りやや低迷の感がある

が、西村はじめ若手選手の今後の成奨

に期待する。しかし、平成６年は協会

として大変なミスを犯した年である。

６月に災施したII1lHib6校選手柵大会に

おいて、局根ＩＩＬの今liilがⅡ本iWi校新M2

鍬を樹並しながら、鮪技役員の不備か

ら非公泌となり、翌年３月の全国選抜

大会の監督会議の席上、全国高体連委

貝焚から中国地区の関係者に対し厳正

な性感があった。そのことについては

lmlIIIIlI協会としては典納に受け｣l:め、

協会60年史上でこのようなミスをIIL録

に奴すことによって、来る平成17年岡

山国体への教訓として生かしていきた

いと思う。

〈凄'役員＞

潴俳会jと板谷賊一

公此田中博文

1NⅡ会1ｔ麗井卓一小野貢

理事奨石井、四郎

総務長谷章一

昭和59年８月、ロサンゼルス･オリンピ

ックに村木が派遮された。協会会11が

衣聯合への期伸を持ち送り11)したが、

↑l↑し<６５位となりilj(を飲む。

Ij1fIKのlIl体は10Ⅱに祭典1MでIII11liさ

ｵL、成年は充実した）jを苑抑したが、

少年がかみ合わず団体入賞は逃した。

昭和60年代から現在まで

昭和60年、全｢1本選手樅大会は兵IilqM

尼崎市でIlII1Hされ、５２kg級牧野、６０ｋｇ

級村木が各階級で優勝し、その年のI'し

界避fliiiの代災に選秒された｡このｲﾄﾞ、

久しぶりにiii５校避手Ilii56kg級で平床が

３位に入賞し、その他１名の入賞打を

出した。

l却体はH1,取1MでIMI1Mされ、やはり成年

は気を吐いたが、少ＩＦで失格折がIll、

総合入賞を逃してしまった。

昭和61年、昭和62fIzは、徐々にibi枝２１；

に実力がつき会|則商校避fIliiでも入賞

する者がH1、立ち面')のきざしがうか

がえるようになってきたが、国体の11ト

点には結びつかなかった。６２年の国体

は成年の52kg級牧野、６０kg級村木のｉｉｉ

脇があり、成年だけでどうにか総合８

位に入賞することができた。

また、昭和61年のアジア競技大会に村

木が参jⅡし60kg級においてみごと２位

人質を果たし、昭和62年には村木の翌

年に控えたソウル･オリンピックlIMル

が内定した。

Ⅱ｢｛和63IIz3jlに愛知l{Ｉで行われた全lH1

iWi杖逆抜大会で56kg級櫛宗が優勝しIlIi

校朱としての全国大会優勝は７年ぶり

の快挙となった。８月共jDklHであった

全国高校選手椀ではＳ競技で失格して

しまい、無念の沢を飲んだ。また、こ

の年よりliHI体の得点方式が変ＩＩＬにな

り、巡乎の1(ﾄた点が灸て1M別１１Ｍ(とし

て力Ⅱ算されるようになった。１Ｍに川（

lllIで行われた国体では、ldllIlIlH巡乎団

は全員入賞を目標によく頑張り、ロ標

を達成し、総合でも５位に食い込む蝕

闘を兄せた。ｉiii後するが、この年、Ｙｌ

ＩＨは２１''1Hのオリンピック１１}｣ルを決

め､ソウル･オリンピック60kg級にＩⅡ｣ル

し、５位入賞を来たした.

翌64年は平成と年号が改まった。協会

としても高校の強化に取り組む。

平成元年は高校生は52kg級池田がよく
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